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プロローグ　初恋








　パリ──六年前。春。

　高級感あふれる広い画廊の白壁には、いくつもの絵画が飾られていた。

　しかし、永なが崎さき芹せり香かがある背の高い男性の後ろ姿に気づいた時、彼はひたすらにひとつの肖像画だけを見つめていた。

　わずかに少女の香りを残した柔らかい輪郭と、すでに大人の色香を感じさせる凛とした瞳は、まっすぐにこちらを見すえている。赤い唇が抜けるような白い肌に浮かんでいて、憂げに首を傾げながら、誰に言うともなく微笑んでいる……芹香の肖像画を。

　白と黒の制服を着たケータリングの給仕係が、あちこちにシャンペンを配り歩いている。まだ二十歳で、翻訳士という夢を叶えるために日本で短大に通っている芹香には、華やかすぎる世界だ。

　芹香は覚えたてのフランス語でメルシーと礼をささやき、華奢で細長いシャンパングラスをひとつ受け取った。

　そして人波の間を縫うように、肖像画の前に立つ男性に近づく。

　どうか、英語のわかるひとでありますように、と願いながら。

「お……お気に召されましたか？　そちらの絵は、この個展のために描かれた新作なんですよ」

　緊張に震える芹香の声に、肖像画の前に立つ男性はほとんど反応しなかった。ただじっと絵の中の芹香を見つめ続けている。

「あの……」

　芹香の訛りのある英語がいけなかったのだろうか。

　それとも、訛りなどなくても、英語のわからないひとなのだろうか。もしくはただ単に話しかけられるのが嫌だったとか……。

　どうするべきか悩み、芹香はそそくさとその場を去ろうとした。

　ヴェルニサージュと呼ばれる個展のオープニングパーティーには、少なくない老若男女が集まっている。芹香ひとりが気の利いた会話に失敗して隅っこに逃げたからといって、気に留める者はいないはずだ。

　シャンパンを啜るふりをしながら、芹香が踵を返そうとした時だった。

「この肖像の少女に、モデルはいるのだろうか」

　ぼそりとつぶやくように、男性がささやいた。彼の視線は肖像画に張りついたままで、芹香はパチパチと目をしばたたいた。

「こちらは画家の……永崎のひとり娘の肖像です。今年、娘の二十歳の誕生日に描いたものなんです」

「二十歳」男性はまたつぶやいた。「つまり、この少女はすでに法的に可能なわけだ。もっと幼く見えるな」

　法的に可能──この表現がなにを意味するのか芹香にはよくわからず、首を傾げた。

　芹香は英語が得意だったが、ネイティブほど流暢なわけではなく、せいぜい日常会話に支障がないといった程度だ。

　横顔しか見えなかったが、男性が口の端をあげて苦笑するのがわかった。

「つまり、成人である俺がこの少女を抱いても、罪には問われない……という意味だよ」

　肖像画の前に立つ男性は、芹香の声なき疑問にそう答えると、やっとこちらを振り向いた。

　そして、凍りつくように硬直した。

　それはそうだろう……。今の今まで憑かれたように見入っていた少女が、目の前に立っていたのだから。

「君は……？」

　今度は芹香が苦笑する番だった。

「わたしの名前なら、そこの小さなプレートに書いてあります」

　母が描いた芹香の肖像画の下には、白いプレートに油彩画であること、寸法、製作年が記してあって、作品の題名も併記されている。

「セリカ」

　男性はすでに暗記していたようだった。

　芹香の名前が、日本人が発音するのとはわずかに異なる滑らかな響きで紡がれる。なぜか体の芯がポッと火照った。

「つまり君は、この個展の画家トモヨ・ナガサキの娘なんだな」

　男性の口調は質問ではなく、断定的だった。芹香はこくりとうなずく。

「少し英語が喋れるので……通訳として来てくれと母にせがまれてパリまで来ました」

「なかなか上手だ」

「あ、ありがとうございま、す……？」

　よく聞き取ろうとすると、この男性の英語は、普通のフランス人が喋る癖のある英語とはまったく違った。おそらくネイティブ……それも英国人ではなく、アメリカ人のような母音の伸びを感じる。

　男性は体ごと芹香に向き直った。

　芹香は思わず息を呑んだ。

　男性はその長身をテーラーメイドのスーツに包んでいる。わざわざ確認しなくても、どこか高級なオートクチュール製であるのは間違いなかった。

　白人ではあるが金髪碧眼ではなく、短めにそろえられた髪の色は黒い。

　そして彼の瞳──ああ、この色をなんと表現したらいいんだろう？

　緑色？　それは少し違う。

　茶色がかった金色？　それも正確ではない気がする。コガネムシの甲羅のように、緑を基調にして、金や薄い茶色が混じっていて、それが光の角度や加減によって微妙に変化するような神秘的な色……。

　肖像画を熱視していたのよりさらに真摯な目つきで、男性は芹香を見つめる。

　視線に飲み込まれてしまいそうな気分だった。

「この絵画の値段は？」

　男性は芹香に尋ねる。

　高鳴る鼓動を持て余しながら、芹香は画廊から提示されていた値段を告げた。決して安くない金額だ。多分、画廊のオーナーと交渉すれば、ある程度値引きをしてくれることが前提の価格設定だろう。

　しかし、男性は顔色ひとつ変えず、低いバリトンの声で告げた。

「安すぎるな。君にはもっと価値がある」

　芹香は恥ずかしさに言葉を失って、パクパクと口を開閉させた。

（馬鹿！　自惚れちゃダメ！　このひとはわたしの肖像画に価値があると言ってくれているの。わたし自身のことじゃないんだから……）

　パリの街はすでに夕闇に包まれていて、画廊内では展示物をできるだけ魅力的に見せるよう、強めの照明が使われている。

　だからすぐには気づかなかった。

　その印象的な長身と、洗練された力強い体つき、そして不思議な瞳の色に圧倒されて、見逃していた。

　男性は見るものの呼吸を奪うような美丈夫だった。

　それも、どこの国の人なのかちょっと判断しづらい、独特な謎めいた美しさだった。

　しかも彼自身、その魅力を十分に理解しているようだった。自信に満ちた笑みが肉感的な唇に現れる。

　でも彼の目は笑っていなかった。

　不思議なひとだ──そしておそらく、危険なひとだ。

「じゃ……じゃあ、よかったらご購入を考えてください。あちらのムッシュー・ルブランが画廊の責任者ですから……」

　芹香は一歩、後ろに下がった。

　永崎家は早くに父を亡くした母子家庭で、母・友とも代よは鳴かず飛ばずの画家だったから、生活は豊かとは言えなかった。この個展は、母の油彩画があるコンクールで入選し、それが画廊の目に留まって実現したのだ。この個展でどれだけ母の作品が売れるかで、永崎母娘の今後が変わるといっても過言ではない。

　だから、潜在的な顧客を無下にはできなかった。

　でも、この男性に近づくべきではないと、本能が告げている。

　それなのに、妙に惹かれる気持ちを抑えられない。

　芹香はさらに一歩後退し、持っていたシャンパングラスにすがるように、手に力を込めた。

「それじゃ……わたしはこれで失礼します……」

「今夜はいつ頃終わるのだろう」

　つぶやきながら、彼はくるりと周囲を見回した。あちこちに宣伝と招待用のポストカードが並んでいて、ヴェルニサージュの開始時間と終了時間が記されている。

「午後十時……か」と、彼は確認した。「迎えにくるよ」

「え？」

「十時に。この画廊の前で。服はそのままでいいから」

「え、え、えぇ？」

「それまで、誰にも売らないでおいてくれ」

　──売らない？

　──つまり、肖像画を？

　それとも……。

　戸惑いに絶句していると、男性は芹香の片手を取った。そして信じられないような滑らかで自然な動きで、芹香の手をひっくり返し、手のひらに口づけを落とした。

「十時だ」

　それだけ言い残すと、男性はしばらく名残惜しそうに芹香を見つめ、やがて踵を返して画廊から出ていった。

（な、な……なんだったの？　これがフランス流のナンパの仕方？　あんまりフランス人っぽくはないひとだったけど……）

　

　

　それから十時の終了時間まで、芹香はずっと心ここにあらずだった。

　ありがたいことにすでに数点の絵画に買い手がついて、画廊オーナーは満足そうに、気前よくシャンパンをふるまっている。今夜はオープニングのパーティーだが、個展自体はあと二週間続く。

（あのひと、本当に来てくれるのかな。それともただの冗談だったの？　ヴェルニサージュが終わってから、肖像画を買い取りたいっていう意味だったとか……？）

　悩んでいても答えは出ない。

　時計を見ると十時まであと数分だった。

「どうしたの、芹香。さっきから百面相してるわよ。疲れちゃったかしら。でも芹香のおかげで、本当に助かったわ。わたしひとりじゃまともに会話できなかったもの」

　いつのまにか、母・友代が芹香の肩に手をポンと置いていた。

　芹香は疲れた笑みをうっすらと浮かべる。

「緊張はしたけど、楽しかったから大丈夫。お母さんはこれからムッシュー・ルブランが用意してくれたアパルトマンに帰るのよね？」

「お母さんはって、なんなの？　もちろん芹香も一緒に帰るのよ」

「う、うん……。それはもちろん、そうなんだけど……」

　と、言い濁りながら、画廊の入り口に視線を泳がせた。扉はガラス張りで、夜も人通りのある道路に面している。一方通行だが、車道もあった。

「もしかして、誰かと会う約束でもしたの？　そういえば、親しそうにふたりきりで会話してたひとがいたわね？」

「え、えっと……」

　母の勘、強し。

「そりゃあ芹香だってもう二十歳だけど、ここは外国なのよ。昼間のデートならダメとは言えないけど、こんな時間じゃ危ない……」

　と、母が言いかけた時だった。

　ガラス張りになっている画廊の扉が開いて、チリンと客の到来を告げる鈴が鳴る。

　入ってきたのは、緑がかった神秘的な瞳の、あの彼だった。

　ただし着ているものは先刻のスーツではなく、もう少しカジュアルなワイシャツに、濃い色目のジーンズだった。靴も歩きやすそうなブーツに代わっている。

「こんばんは、マダム・ナガサキ」

　と、独特の低くてかすれた声でささやいて、彼はまず、芹香ではなく母の友代のほうに挨拶の手を差し出した。

　見上げるほどの長身と、息を呑むような端正な顔つきの彼に、友代は硬直している。なんとかぎこちなく握手を交わすと、彼はふわりと微笑んだ。

「お会いできて光栄です、マダム。個展開催おめでとうございます。どれも素晴らしい作品ばかりだ。しかし……」

　彼は視線を芹香に移し、さらに笑みを深めた。

　芹香が頰を染めるのを確認して、友代に向き直る。

「あなたがこの世に生み出したものの中でも、最高傑作は娘さんだ。実に美しい。おまけに知的で、優雅で」

　ゆっくりとした口調だったおかげで、芹香が通訳せずとも、友代はだいたいを理解したようだった。実の娘を作品のひとつのように言われて、気分を害する母親もいるだろう。しかし友代は根っからの芸術家で、それがかえって嬉しかったらしく、満面の笑みを浮かべる。

「まぁ……ありがとうございます。確かに、自信作ですわ」

　片言の英語で答える友代を、嬉しさと恥ずかしさの混ざった複雑な気持ちで見つめる。これだけキザな台詞を吐いても、この男性は照れもしなければ、はにかみさえせずに微笑んでいる。外国人とはみんなこんなふうなのだろうか？

　彼は再び、芹香に視線を向けた。

「今夜、ほんの少しだけ娘さんをお借りしてもいいでしょうか。一時間ほど夜のパリ観光に誘いたいのです。もちろんその後は滞在先まできちんと送りますから」

　ふたりの視線がからみ合う。

　彼は最初に会った時よりもずっとリラックスして見えた。どこか危険な香りのする存在感は変わらない。でも、最初に感じたピリピリとした緊張感が消えている。

「やあ、セリカ」

「こんばんは……ミスター……」

　ずるい、と思った。芹香は彼の名前さえ知らない。それをこんなふうに、親しげに色っぽい声で芹香の名前を呼び捨てにする。

　不満が顔に出てしまったのかもしれない。

　彼は控えめな一歩で芹香に近づいて、じっと彼女を見つめた。

「ヴィゼンティーニ」

「え？」

「僕の名前だよ。ジョバンニ・ヴィゼンティーニ」

　イタリア人……。少なくとも、イタリア系だということだろうか。言われてみると、確かにそんな雰囲気があった。黒髪で、自信に溢れていて……。

「ただ、ジョバンニはさすがに古臭いからな。普通は皆、ジオと呼ぶ。君もそう呼んでくれると嬉しい」

　多分、日本でいきなり下の名前の愛称を呼び捨てにしてくれと初対面の男性に言われても、恥ずかしくてできない。でもここはパリで、目の前には外国映画に出てくるような美形が立っていて、芹香はシャンパンを二杯飲んだ後だった。

「ジオ……」

　知ったばかりの名前を試すようにささやく。

　声に出してみると、彼が『古臭い』と揶揄する名前は、ちょっと奇妙なくらいに彼にぴったりだった。ジオの唇に満足げな笑みが広がる。

「いいかな？」

　大きな手を差し出される。

　ここで断ることもできたのだろう。裏のストックルームにはまだムッシュー・ルブランがいるし、表の通りにはまだ人通りがある。

　でも……。

「本当に……一時間だけなら」

　芹香はジオの手を取っていた。思ったよりも温かい、男らしい大きな手が芹香の手を握り返す。

　ふたりは夜のパリに繰り出した。

　これが、ふたりの出会いだった。

　

　

　最初の夜にふたりで訪れた、暗闇にライトアップされたサクレクール寺院の美しさを芹香は忘れられない。

　この夜、ジオは本当に一時間ぴったりで芹香をアパルトマンに帰してくれた。

　次の日は、昼間のルーブル美術館に誘われた。

　ふたりは絵画を見て回って、お互いの意見を語り合った。

　ジオの芸術への愛情は本物だったが、同時にひどく現実主義で、皮肉屋なところもあって、夢みがちな芹香とは必ずしも意見が合わなかった。にもかかわらず、ギャラリーを移動するたびに「この部屋でもっとも気に入った作品」を互いに教える遊びをしていると、なぜかピタリと好みが重なった。

　外見だけじゃない……ジオの内面……特にストイックなひととなりと遠回りな優しさ、そして繊細さに惹かれたのは、この日からだった。

　その次の日は、セーヌ川のクルーズ船。

　観光客ばかりで好きじゃない……とジオは言ったが、結局、芹香の希望を叶えてくれた形だった。

　四日目は週末だった。芹香は画廊で母の通訳をするのに忙しく、会えたのは日が暮れてからだった。

　この晩、彼が芹香のために選んだのはオペラ鑑賞だった。

　ガルニエ宮のオペラ座……。豪華絢爛の粋を極めた美しい内装に見惚れる芹香を、ジオはじっと見つめ続けていた。その視線は情熱的で、一瞬たりとも芹香を離れない。

　案内されたのは一等席だった。

「わぁ……素敵……。確か『オペラ座の怪人』はこのガルニエ宮をモデルにしてるんですよね？」

　フカフカの席に恐る恐る腰を下ろしながら、芹香は周囲を見渡した。

「そうだな。孤独な怪人は、ある少女に狂おしいほど惹かれ、常軌をいつしていく……彼女に歌を捧げ……嫉妬に狂い……」

　芹香の隣に座ったジオは、やはり彼女を見つめたままだった。

「確かに、この場所ならありそうな話だ」

　この頃になると、芹香はジオがイタリア系アメリカ人であることを学んでいた。住んでいるのはニューヨーク。

　まだ少年の頃に両親の離縁で別れた母親がフランス人で、彼女の弔報を受け、一時的にパリを訪れている……と。

　羽振りがいいのは、亡くなった母から受け取った遺産のお陰だとも、ジオは説明した。

　ただ、ジオには、にわかに金を手に入れただけの男とは思えない優雅さがあった。立ち居振る舞いも、今まさにオペラ座の一等席に溶け込んでいる姿も、彼がこうした場所に慣れていることを如実に物語っている。

「あ……」

　ジオの手が、スカート越しに芹香の太腿に触れた。

　感じたことのない種類の痺れが走り、お腹の奥がキュッとうずく。

　戸惑いながらジオを見つめると、彼の手はさらに大胆に女性部分に近づいてきた。

「あの……ジオ……。こんな、場所で」

「嫌なら嫌だと言っていいんだよ。俺は無理強いはしない。ただ、君が許してくれるなら、もうこれ以上我慢はできない」

　嫌なはずがない。芹香はすでに体の奥からジオを求めていた。

　ただはじめてのことが重なりすぎて、戸惑ってしまうだけだ。それに周囲にはひとが……。

「あっ」

　ジオは、芹香が肩に掛けていたショールをするりと引っ張った。まるでずっとそうするつもりだったかのような、計算された無駄のない動きだった。

　ショールは広げられ、芹香の下半身を隠すように覆った。

「ジオ……なに、を」

「シッ、周囲に聞こえてしまうよ。もうすぐオペラもはじまる」

　その指摘を合図にしたかのように、観客席の照明がフッと暗くなった。一瞬、視界が暗闇に沈む。

　あせりと緊張にドキドキと胸が高鳴って、呼吸が急いた。

　やっと暗さに目が慣れてきて、ぼんやり周りが見渡せるようになった時、それははじまった。

　オーケストラの演奏……。

　そして、まるで音楽を奏でるような、ジオの指の動きが。

「……ッ！」

　ジオの腕がショールの下に潜り込み、スカートをたくし上げて、芹香のショーツに触れる。彼はまず円を描くように芹香の女の入り口を愛でた。

　じわりと汗がにじむ。

「ジオ……」

　芹香が切ない声を漏らすと、隣の席の白人中年女性がたしなめるように、ちらりと一瞬視線を送ってくる。

「ほら、静かにしないと」

「だったら、や……やめて……」

「ふぅん。本当にやめていいのかな」

　ピンッ、と弾くように花弁の先端に刺激を与えられる。

（……！　ふぅ……っ！）

　弦楽器の生演奏が、ドーム状になったオペラ座内部に響き渡る。頭上では色鮮やかなシャガールのステンドグラスがふたりの罪を見下ろしていた。録音された音楽を聞くのとは違う、全身に伝わるような鮮明な旋律。

　ジオの指は曲に合わせ、芹香の性器が楽器であるかのように、巧みに動いた。

「ジオ……ジ、オ……ぁ」

　芹香は処女だった。

　手淫による自慰は、何度かしたことがある。しかし羞恥心が邪魔して、本当に気持ちいいと思えたことはあまりなかった。

「感じていいんだよ。君は素晴らしい。感じていいんだ……感じている君は可愛い」

　抑えたジオの声が耳をくすぐる。

「ただ、声を出さないようにしないと」

「ひぅ……」

「そろそろかな」

「……っ！」

　ジオの愛撫が激しくなる。いままで撫でるような動きだったものが、摘み上げて擦りつけるような容赦のない刺激に変わっていく。

　芹香の体はあられもなくピクピクと震えた。

　迫りくる官能の波が芹香を呑み込もうとする。が、その先になにがあるのか知らない芹香は、怖くてたまらなかった。

　すがるようにジオの腕のシャツを握る。

　すると突然、オーケストラが大音響を鳴らしはじめ、太鼓やシンバルが繰り返された。それに合わせて、ジオは花弁の先端に潜んでいた芹香の真珠を、ぎゅっと残忍に押し潰した。

「あぁ！　ひぅぅ……っ！」

　声を我慢することなんてできなかった。

　芹香は鳴き、痙攣しながらはじめての絶頂を迎えてあえいだ。しかし音楽は力強く、観客は圧倒されていて、芹香の嬌声に気づくものはいない。

　ジオはこの瞬間を知っていたのだ。知っていて、芹香が声を上げてもいいように、この瞬間を選んだ。

　生まれてはじめての絶頂……。

　それを、こんな公共の場所で、出会って四日目の外国人の手によって与えられるなんて……。

　快感は背徳感によってさらに高められ、芹香は震えを止められなかった。ジオはそんな芹香を、座席という限られたスペースで可能な限り、優しく抱き寄せた。

「強すぎたかい？　まさか……はじめてだったのか？」

　抑えられたささやきだったが、ジオの声には驚きと……喜びのようなものが含まれていた。

「はい……」

「ああ、くそ。セリカ……君は……」

　ジオはゆっくりと芹香の髪を撫でた。肩よりも少し長いくらいの、わずかに茶色く染めたストレートで平凡な髪だ。しかし、ジオは何度も芹香の髪を美しいと褒め称えた。

　肌も。

　瞳も。唇も。声も。すべてを。

「すまなかった。順番が逆になったな」

「順番……？」

「まだキスもしていなかったのに」

　芹香は、え、と声を漏らした。音楽はまだ激しい旋律を奏でていて、多少の会話はかき消されてしまう。

　舞台ではオペラがはじまっていた。近代的にアレンジされたドレスを纏い、芹香の知らない言語でアリアを歌いはじめる歌手に白いスポットライトが当たっている。

「ジオ……」

　ジオの顔が重なるように近づいてくる。

　外国の恋愛映画を見ているみたいだった。ジオはわずかに首を傾げて、形のいい唇を薄く開きながら芹香の唇に触れる。

「ふ……っ」

　さすがにキスははじめてではない。

　でもこのキスは……。

　このキスは、芹香が経験したことのあるどんなキスとも違っていた。ジオの迷いのない自信に満ちた動き。芹香の反応を確認しながら、慎重に、しかし確実に舌で押し入ってくる大胆さ。そして彼から香る男性用コロンと、汗の混じったような魅惑的な香り……。

　すべてがはじめてだった。

　そして、これが最後にならなければいいのにと願ってしまうほどの気持ちよさに、酔いしれていく……。

「今夜、君を抱きたい」

　ジオはささやいた。

　芹香は同意にうなずいた。

「はい。今夜……」

　ふたりの男女がこんなに惹かれ合って、こんなに甘い口づけを交わして、この結論に至らない方がおかしい。

　そう思えるくらい、芹香にとっては自然な答えだった。

　

　

　ガルニエ宮のオペラ座を後にしたふたりが向かったのは、ジオの滞在する高級ホテルの一室だった。

　いかにもパリらしい、広くはないが内装に気を遣った豪奢な部屋で、リビングスペースにベッドルームが繋がっていて、猫足つきのバスタブのあるシャワールームもあった。

　部屋の扉を閉めると同時に、ジオは飢えたキスで芹香の唇をふさいだ。

「ジオ……わたし……んっ！　あ……！」

　もう声を我慢する必要はない。芹香は感じるままに声を上げた。

　もちろん、たがが外れたのはジオも同じだった。

　まず扉の横の壁に背中を押しつけられ、むさぼるようなキスと共に、体をまさぐられる。

　そして両手で芹香の頰を包むと、呼吸を奪うような激しいキスを繰り返した。唇だけでなく口内のすべてを求められるような、熱烈な接吻だった。

　彼の手は大きくて、まるで芹香の肌に触れるためだけに存在しているかのように、執拗に彼女の体を求め、まさぐった。

　性感帯に触れられる前から、芹香の体はすでに切なく震えはじめている。

　こんな状態で、敏感な場所に刺激を与えられたりしたら……。

「あぁん！　だ、だめぇ……っ」

　思わず日本語混じりに声を漏らす。ジオもなにか、英語ではない、フランス語ともイタリア語とも判別のつかない異国風の言葉をささやいた。

　ジオの腕が芹香のワンピースの中に滑り込み、またたくまにブラジャーに到達する。ワイヤー部分を押し上げると、彼はいともたやすく芹香の胸を鷲掴みにした。

「ふ……ぅ……っ」

　揉みしだかれながら、人差し指の先端で乳首を押される。

　普段、芹香の乳首は奥ゆかしげに顔を隠して沈没している。それがジオから受ける刺激に反応して、ぷっくりと膨れはじめた。

　どんどん痺れが増していく。

「なんて可愛いんだ。美しいよ……君の体は、こんなに素直に……俺の欲望に反応する」

　言葉なくフルフルと首を振る芹香に、ジオは「君を見たい」とささやいた。

「見……る……？」

「こうだ」

　芹香の着ていたワンピースはたくし上げられ、するりと頭から脱がせられてしまう。

　すぐに純白のレースの下着が現れる。上下お揃いで、たとえ日本人でなくても、これがいわゆる『勝負下着』なのは一目瞭然だろう。

　案の定、ジオはなんともいえない満足げな微笑を浮かべた。

「俺のために？」

　芹香はうなずいた。

「はじめて……だから。からかわないで……」

「からかってはいないよ。神に感謝しているんだ。この天使を、俺のような汚れた男のところに遣わしてくれたことに」

　汚れた男……？

　意味がわからず、芹香は瞳をまたたく。

　ジオはなにも答えずに、軽々と芹香を横抱きにしてベッドへ向かった。キングサイズのベッドには肌触りのいいシーツとフカフカの枕が贅沢にセッティングされていて、芹香の背中がジオの手によって、その中央にゆったりと沈む。

　下着姿の芹香に覆いかぶさるようにベッドに上がったジオは、彼女の髪を一房、手に取った。

「今夜が、君のはじめてなんだな」

　遠慮のない、あけすけな事実確認だった。嘘を言っても得るものはない。芹香はこくりとうなずいた。

「最初に言っておこう。普段の俺は、優しいばかりの男ではない。特に……ベッドの上では」

　ジオは、人差し指の先をゆっくりと滑らせて、芹香のおへそからツーッと上へ向かった。そのまま一直線に、喉、顎、そして唇を指でなぞられる。

　芹香の背筋はゾクゾクと震えた。

「しかし今夜は……今夜だけは、優しく君を抱こう。君には大切に扱われるだけの価値があるから」

「ジオ……んっ！」

　再び、キスで唇を塞がれる。

　同時に、ジオの両手がブラジャーとショーツを次々に脱がせていった。

　──自分の初体験はどんなものになるのだろうと、少女のころから何度も想像し、夢見ていた。

　でも、これは……。

　これは、芹香が見たどんな夢とも、どんな空想とも違っていた。こんなに熱く、荒々しく求められるなんて考えてもいなかった。これほど親密な触れ合いになるなんて知らなかった。

　これほど、気持ちいいだなんて……。

「は……っ、ジオ……だ、だめ……明かり……消し、て」

「どうしてだい？」

　ジオは悪魔のように舌舐めずりをした。質問の答えを聞きたいのではなくて、芹香がとまどうのを知っていて、わざとからかっている。

「だって……ぜんぶ、見えちゃう……」

「君に隠さなければならない場所などないよ。すべてが綺麗だ。どこもかしこも可愛い」

「んぁ……っ」

　ジオが大きく口を開いて芹香の乳房のひとつを咥えた。すぐに乳首の先端を舌でいじめられ、芹香はビクビクと揺れる。

　どうしていいのかわからなくて、芹香は必死に刺激を逃がそうと体を固くした。そうしないと気が狂ってしまいそうだった。

「怖がらなくていい……。セリカ、すべて受け入れてしまえ。すべて君のものだ。ほら」

「きゃうっ！」

　ジオはもう片方の乳房を口に含み、吸い上げた。そして、今まで咥えられていた、唾液に濡れて敏感になった乳首の蕾を指でいたぶる。

　芹香は首を反らして鳴いた。

「なんて感じやすい体なんだ」

　耳鳴りがして、ジオの声がかすれて聞こえた。

「男に抱かれるための体だ。俺に、抱かれるための女だ……君は」

　ジオは乳首のひとつを指で摘んでコリコリと転がしながら、別の手を芹香の太腿の間に滑り込ませた。

　ショーツはすでにどこかへ消えてしまっている。

　男らしい大きな手の、節立った長い指が、控えめに茂る芹香の秘密の森へ潜り込む。

　ジオはすでにここの可愛がり方を心得ていた──オペラ座で、彼はもう芹香を二度も絶頂に導いていた。それもクリトリスへの愛撫だけで。

「ん……っ、あ、ぁ、わたし……こ……怖……っ」

　溢れる情念と一緒に、恐怖心が頭をもたげる。

　これがはじめての性体験であること。

　ジオのことをまだ四日しか知らないこと。ここが異国で、芹香は異邦人であるということ。

　恐れる理由はいくつもある。

　でも、すでにトロトロに溶かされているこの体が、これ以上の官能に耐えられるかどうかに怯えていた。そしてなによりも、さらにジオに惹かれることに……。

「怖い？」

「は、はい……」

「やめて欲しいかい？」

「それは……」芹香は焦りに息を呑んだ。「それは、違います……。やめないで。でも、怖くて……」

「もちろん、避妊はきちんとするよ。コンドームは持ってる。ピルは処方してもらっているかい？」

「いいえ……まだ」

　ジオはほんの少し不可解そうに片眉を上げた。多分、ジオの住んでいる国では、禁欲主義者でもないのに、年頃の女性がピルを服用していないのは不思議なのだろう。海外ではむしろ常識だと、英語の勉強を通じて芹香も知っていた。

　しかし彼はうなずいただけで、それ以上踏み込んではこなかった。

「はじめての痛みについては……努力させてもらうとしか言えないが……。君にとっては幸か不幸か……俺のものは、あまり小さいとは言えないから」

　自嘲のような薄い笑みを浮かべ、ジオは腰を動かした。

　ズボンに隠れた下半身の膨らみが芹香の下腹部に押しつけられる。そのあまりの硬さに芹香はゾクッと身震いした。

「なにが怖いのか言ってごらん。解決していこう。ふたりで。ひとつひとつ」

　きっかけは、その言葉だった。

　その優しさだった……。ジオに惹かれていた芹香の想いが、ただののぼせや憧れではなく、恋に変わったのは。

　愛とさえ呼んでいいような、深い気持ちを抱いたのは。

「じゃあ……やっぱり明かり、消してください……」

「わかりましたよ、お姫様。すべて君のご所望の通りに。ただ、ナイトスタンドの明かりだけはつけさせてもらうからな。君のはじめてを奪う瞬間をこの目に焼きつけたい」

「それだけなら、許してあげます」

　芹那は自分がリラックスしていくのを感じて、ふふっと笑った。ジオは約束通り、ベッドから離れるとナイトスタンド以外の照明をすべて消した。

「他に、君の望みは？　君の恐怖を消すために、俺にできることはなんだい？」

　ベッドに戻ってきたジオは、かすれた声で尋ねた。ズボン越しにも、彼のものはさらに力強く勃起しているように見える。それでも彼は、まだ芹香の望みを優先してくれているのだ。

　嬉しかった。

「優しくして……ください。そして……今夜のことを忘れないで」

　芹香の唇からこぼれた言葉を、ジオはじっと聞いていた。

　端正な顔が、一瞬、苦悶するようにゆがめられる。ふたりは見つめ合った。

「忘れないよ」

　ジオは誓った。

　次の瞬間、ジオは着ていたボタンダウンのシャツを脱ぎ捨てた。

　現れた裸の上半身に、芹香は言葉を失う。彼が決してひょろりとした細身でないことは、服を着たままでもわかっていた。それでも、はじめて目にしたジオの裸体に息を呑む。ルーブル美術館で見た半裸の男性像よりもさらにたくましく、引き締まっていて、しなやかなのに力強い。

　──もしかしたら、これはジオにとって、ただの肉体的な関係なのかもしれない。ひと時だけの欲望の解放。

　出会ってたった四日目の夜で、愛だとか、恋だとか、将来の約束を求めることはできないのもわかっている。芹香はロマンチストだったけれど、そのくらいはわきまえていた。そこまで現実離れな思考はしていない。

　でもせめて……忘れないでいて欲しい。この夜を。

　この瞬間を。

「すぐに入ってしまいたいところだが……まずは君をほぐしてあげよう」

「んふぅ……っ」

　じゅぷっと艶かしい水音を立てながら、ジオの中指が芹香の蜜道に侵入した。

　異物が体内に入ってくる慣れない感覚に、思わず眉間に皺を寄せる。ジオは指の動きを止めた。

「痛いかい？」

「い……いいえ……。痛いっていうのとは、違います……。ただ慣れなくて……」

「力を抜いてくれ。大丈夫だ。本当に痛かったら言ってごらん」

「はい……あっ」

　ジオの指は、芹香の中を掻くように動いた。

「あ、あ──あぁん！」

　うなじの産毛が立つようなゾワッという感覚がして、身震いする。しかしジオが執拗にその動きを繰り返していると、だんだん、小さな快感の波が押し寄せてくる。

「あ……それ……。そこ……ヒゥッ！」

　膣内の、存在することさえ知らなかった敏感な箇所を突かれて、芹香の腰は浮いた。

「君の弱点はここなんだな」

　ジオはささやき、その箇所を集中的に刺激しはじめた。

　芹香の肢体がビクビクと震え出す。あ、とか、くっ、という嬌声が絶え間なく漏れる。自分でコントロールすることはできなかった。

　グチュグチュと膣が湿っていく。

　自分の性器から溢れる水音に、芹香は戸惑った。

　でもやがて、それさえも快感の一部になっていく。

「ひ……ぁ……、も、もう……っ」

　敏感な肌をくすぐられるようなもどかしさと、その先にある恍惚としたなにかが迫りくる。

　ジオの表情がどんどん真剣になっていった。

「本当なら……」ジオの声はかすれていた。「このまま、君をイかせてやるべきなんだろう。でも俺は自分勝手だ。君のはじめての膣中での快感は、指なんかじゃなくて俺のモノで与えたい」

　ヌルッと指を抜かれ、芹香は喪失感に泣くような声を漏らした。

　震えが止まらない。

　オペラ座ですでに絶頂を教えられた体は、もっと、もっとと欲深く叫んでいる。

「だったら……ください……。あなたの、モノを」

　芹香の懇願に、ジオはズボンを脱ぎ捨てた。

「そうさせてもらうよ」

　現れたのは、芹香が想像していたのよりもずっと生々しく、硬く、長くて太い陰茎だった。驚くような質量のそれの表面には、紫がかった血管が浮いている。

　これから……これが、芹香の中に……。

　芹香が息を呑んでいると、ジオはいささか乱暴なくらいの素早さでナイトスタンドの引き出しを開け、銀色のフィルムに包まれたコンドームを取り出した。

　ピッと片手と口を使ってフィルムを破り、避妊具を装着する。

　ジオは、シーツの波間の上に仰向けに横たわっている芹香に、覆い被さった。

　硬くたぎったものの先端が、芹香の花弁に宛てがわれる。

「君は俺に『忘れないで』と言ったね？」

「え、ええ……」

「君も俺に約束してくれ。俺のことを忘れないで欲しい。この夜を。この出会いを。これから俺たちの間に起こることを」

　芹香は目をまたたいた。

　ジオの端正な顔が、なぜかいっぱいいっぱいの切なさをたたえている。

　芹香は同意を込めてうなずいた。だって──忘れられるはずがない。

「んぁ……！　ひぅっ……ぁっ！」

　ズブリとジオの男性自身に体内を支配された瞬間、芹香はあまりの衝撃に背を弓なりに反らした。

「こん、な…………お、大き……い──」

　今まで誰も入ったことのない入り口を貫かれる、その言いようのない痛みと喜びに、芹香はすすり泣きを漏らす。ジオの侵入の動きはゆっくりだったが、容赦もなかった。

「い──痛っ、あ……っ」

「まだだ……セリカ。俺はこれから君の処女を奪う。覚えておいてくれ」

　芹香だけでなく、ジオも苦しそうに顔を歪めていた。

　ふたりの肌に汗が浮かぶ。

　呼吸が浅くなり、痛いくらいに鼓動がはやる。

　ジオのものはさらに奥深く密道を突き、支配されていく衝撃に芹香はあえいだ。痛みに、きつく下唇を噛む。目尻に涙が浮かんだ。

「あ……ぅ……」

　痛い。

　でも、この痛みは、ふたりが体を重ねた証だ。

　芹香のはじめてを、ジオが受け取った証拠だ。

　ジオのものが最奥へ到達すると、ふたりはしばらくその感覚を味わうように動かずにいた。

　やがて、意を決したように、ジオが腰を動かしはじめる。ズブ、ズブ、というゆっくりとした抽送が、芹香をはかなく揺らした。

「セリカ……俺の……はじめての……夢」

　夢？

　芹香は夢を見ているのだろうか。それはジオの見ている夢と同じだろうか。

　はじめて男を迎え入れる芹香の肉体は、未知の刺激に悲鳴を上げている。ジオの男根は、彼自身が告げた通り、決して小さいものではない。初体験の日本人女性の膣が咥えきれる大きさではなかった。

　でも。

　それでも。

「ん……ぁ……っ、もう……だ、だめ……っ」

　蜜道から粘液が溢れて、ふたりの接合部分を濡らす。芹香の股の間と太ももはすでに濡れそぼっていた。

　腰を振りながらも、ジオは芹香にキスをするのに忙しかった。

「君は、中も……素晴らしい……。これが……くそ……永遠に終わらなければいい……」

「ジ……オ、んっ！　あぁっ！」

　体を引き裂くようなするどい痛みは、徐々に引いていく。かわりに尿意と勘違いしてしまいそうなじわりとした感覚が膣の奥に広がってきて、それがだんだん、快感を帯びた佳いものになっていく。

　ゆさゆさと揺すぶられながら、芹香はあられもない嬌声を漏らした。

　歯を食いしばり、眉間に皺を寄せながら額に汗するジオは、艶かしかった。

　シーツは乱れ、マットレスがギシギシと乾いた音を立てる。芹香の乳首はピンと硬く膨らんでいて、ジオの胸筋とこすれるとさざ波のような官能を芹香に与えた。

「ん……ふぅ……っ」

「すまない……これ以上は……」

　聞き取りづらいくらいの低い声で、ジオがつぶやく。

　ジオの腰の動きが、はじめての芹香を気づかったゆっくりとしたものから、野獣めいた激しい躍動へと変化していった。

　膣内で得られる快感は、乳房やクリトリスで得られる快感より鈍いような気がしていた……が、それは間違いだった。

　ジオの抽送が荒々しくなると、芹香の中がどんどん敏感になり、甘い誘惑に溶けていく。

「ジオ……わたし……も、もう……」

　気が狂いそうになる。

　膣から溢れる愛蜜が増え、それが潤滑油となって、さらにふたりの交わりを熱いものにしていった。無慈悲なくらいに最奥を突かれて、芹香は、わずかな痛みをはらんだ甘美な感覚に翻弄された。

　ジオの野性的な動きに、ベッドサイドのナイトスタンドまでが揺れて、唯一の光源だったテーブルランプまでが床に倒れた。

「ひぅぅ……！　ジオ……っ、もう……もう……だめぇっ！」

　芹香が達すると、痙攣して収縮する膣がジオの雄芯をきつく咥え込む。

「ぐ……、あぁ……っ！」

　ジオは獅子の咆哮のような叫びと共に背と首を反らして、白濁を解き放った。

「くそ……セリカ……。今のは……」

　荒い呼吸の合間につぶやきながら、ジオはどさりと芹香に覆いかぶさるように倒れてきた。

　まだ繋がっている部分から、ドクドクというジオの血潮を感じられる。

　あまりにも生々しく、それでいて神聖で、はじめてなのになぜか懐かしいような……不思議な感覚だった。

「今のは……あまりにも良すぎた。こんなのははじめてだ。俺たちは体だけじゃない……」

「ジオ……」

　ジオの息が耳元をくすぐる。ゼエゼエともがくような喘鳴が、なぜかひどく色っぽく聞こえる。

　しばらくすると、ジオは放漫でのっそりとした動きで芹香の顔のさまざまなところにキスをはじめた。唇、目蓋、額に鼻筋……そして頰。

「ん……っ」

　行為の最中とは違う、甘やかなささやきが芹香の喉から漏れる。

「その声だ」とジオは指摘した。

「君が出すその素直な声が好きだ」

　そして姿勢を立て直すと、ジオはゆっくりと芹香の中から己のものを引き抜いた。

　すでに力を失っていたとはいえ、その状態でもジオの男性自身はかなりの質量を誇っている。体を満たしていたものが引き出されていく喪失感に、芹香は切なく身悶えした。

　ジオはすぐに避妊具を処理し、芹香に向き直った。

「本当だったんだな」

「え？」

「血が出ているから、拭かないと。それともシャワーにしようか。いや……すぐに歩き回るのは痛いだろう」

「あ……これは」

　言われてはじめて、芹香は破瓜による血が股の間とシーツを濡らしているのに気がついた。

「『本当』って……？　疑っていたんですか？」

「まさか。ただ、証拠が見られて……妙な気分なんだ。誇らしいような気持ちになる。前時代的な奴だと思うかもしれないが、イタリア男の血が騒いでね」

　ジオはバスルームに消えると、ホテルのアメニティーであるハンドタオルを温水で濡らして持ってきた。起き上がろうとする芹香を手で制して、ベッドに上がってくる。

　そして芹香の太ももを温かいタオルで丁寧に清めはじめた。

「自分でできます……」

「そんなことはわかっているよ。俺がやりたいんだ」

「んっ」

　あらためてジオの手を見ると本当に大きくて、その気になれば芹香の太ももを片手で握れそうだった。もちろん、手だけじゃない。彼の姿形はなにもかもが大きくて男らしかった。

　こんな男性と初体験をしたなんて、にわかには信じられなかった。

（でも、あとどのくらい一緒にいられるのかな……。わたしはあと十日で日本に帰らなくちゃいけないし……）

　いくら年若くても、芹香はもう成人だ。

　もちろんジオも。

　ジオと芹香は、お互いの旅先で知り合って、趣味が合って、それぞれの魅力に惹かれて……体の関係を結んだ。それだけだ。それ以上でもそれ以下でもない。

（割り切らなくちゃいけないんだよね……。これは大人の、今だけの関係だって）

　そう思うと、涙がひと粒、芹香の頰を伝った。

　ジオは怪訝そうに顔を上げる。

「どうした？　痛むのかい？」

「いいえ……だ、大丈夫です。体の方は……」

「じゃあ、どうして泣いているんだ？　体以外に痛むところがあるのか？　それは──」

　と、言いかけて、ジオは固まった。

「本当は嫌だったのか？　くそ、セリカ、君は同意してくれたのかと思ったんだ。嫌がっているなんて思いもしなかった」

「え、え？　違います……っ！　それは違うのっ」

「なにか日本流の拒否があったのだとしたら、すまない。俺にはわからなかったんだ。俺はフランス人の母を持った、イタリア系のアメリカ育ちなんだよ。そういう繊細な意思表示は知らなくて……」

　ジオはそれこそ日本流の土下座をしそうな勢いで髪をかきむしり、頭を垂れた。

「頭を上げてください、ジオ。違うの。拒否なんてしていないから」

「だったらどうして泣いているんだ？　本当は嫌だったからに決まっているだろう」

　ジオの慌てぶりは、ただ反省しているというだけではなくて、まるでパニックに陥っているような必死さがあった。なぜか母性本能をくすぐられてしまい、芹香はジオの頭をギュッと胸に抱き寄せる。

「違うの……。わたしは、あなたの誘いにちゃんと同意したし、痛みはあったけど……とても、素敵でした」

「…………」

「でも、だからこそ……これはあなたにとって、旅先の火遊びに過ぎないんだろうと思ったら、寂しくなったの。それだけです」

「…………」

　ジオは顔を上げて、芹香の目をじっと無言で見つめる。

「俺が、ひと時のお遊びで君を抱いたと思っているのかい？」

「違い……ますか？」

「違う」ジオは断言した。「確かに……俺たちはまだ出会ってから四日で、これが愛だ、恋だと決められる関係じゃない。だが、決して遊びなんかじゃない。これは……なにかのはじまりだ。少なくとも、俺はそう思いたい」

「ジオ……」

「まだもう少し時間はある。ふたりで、これからどうするか考えよう。フランス滞在をもう少し伸ばしてもいいし、君をニューヨークに呼び寄せることもできる。俺は……日本語の勉強でもはじめてもいいかもしれない」

「もう。それは冗談？」

　芹香はクスッと笑い、ジオとベッドの上で向き合いながら、互いにうなずいた。ジオも芹香と同じ気持ちでいてくれることが、とてつもなく嬉しい。

「冗談なんかじゃないよ」

　ふたりは約束にキスを交わした。

　光の街、花の都で出会ったふたりの恋の発芽に、未来はあるのかもしれないと希望を抱いていた。

　──愚かなことに。

　この一週間後、ジオ・ヴィゼンティーニは芹香の前から姿を消した。

　夢のような一週間と、数え切れないほどの官能と、いくつもの思い出を芹香に残して……ジオは連絡先さえ告げず、忽然と、芹香を捨てて消えたのだった。







第一章　再会








　日本──六年後。早春。

　あれから多くの時間が経って、芹香は少女の頃からの念願であった翻訳士として、都内の小さな事務所に勤めている。大きな事務所ではないが、薄給とはいえ正社員として雇ってもらえている上に、残業も少ない。

　ジオのことを忘れるのに時間がかかって、まだ次の恋には進めていないが……それなりに充実した日々を送っていた。

　そんな春のはじめのある晴れた日、芹香が勤める小さい翻訳事務所の入り口に、アポイントなしの来客があった。

「突然、失礼します。こちらに、ミス・セリカ・ナガサキがいらっしゃると思うのですが、面会できないでしょうか」

　自分の名前が出されたことに気がついて、芹香は作業していたパソコンから顔を上げた。

　デスク数が十に満たない小さな事務所だ。芹香の座っている位置から、来客者の後ろ姿が見えた。

　外国人だ。聞こえるのは、よどみのないアメリカ英語。

　長身に……黒髪。

（まさか……）

　ここは翻訳事務所のため、外国人客自体は珍しい存在ではない。ただ、多くがＩＴ化された昨今、新規客がわざわざ事務所の扉を叩くのは珍しかった。

　対応に出た先輩の女性社員・佐さ川がわが芹香のデスクを指差す。

　芹香の心臓は高鳴り、鎖骨を強く叩いた。

　芹香から見えるのは彼の後ろ姿だけだが、似ている気がした──六年前に消えてしまったきりの、芹香を捨てた、あの男性に。

（まさか……あり得ないよね……。だってもう六年も経って、やっと忘れられるようになってきたのに、今更……）

　それでも、芹香の胸は期待に膨れ上がる。

（馬鹿！　馬鹿！　なんで期待なんてしているの！　そんなわけないし！　たとえそうだとしても、毅然と対応しなきゃ！）

「芹香ちゃん、お客様よ。ニューヨークからいらしたんですって。お通ししても大丈夫かしら？」

　佐川がやってきて、芹香に耳打ちする。

　当の男性はまだオフィスに背を向けたままで、顔は見えなかった。佐川は突然の来客から受け取った名刺に視線を落とし、ささやいた。

「社名はヴィゼンティーニ・インベストメント・コーポレーションですって。ジョヴァンニ……イタリア系の名前ねぇ。知ってるひと？　すごくハンサムよ」

　芹香は座っていた椅子を蹴飛ばすような勢いで立ち上がった。佐川が驚きに目をぱちくりさせ、普段は落ち着いている芹香が駆け出すのを眺めた。

　男性は、芹香がはじめてジオを見つけた時のように、壁に背を向けていた。

「……ジオ？」

　声を掛けると、男性が振り返る。

　芹香は息を詰めた。振り返った男性は眼鏡をしていた……太めの黒縁の、顔半分が隠れそうな堅苦しい眼鏡。

（少し、似てる……）

　でも、ジョバンニ・ヴィゼンティーニではない。

　近くでよく見ると、髪色もジオのような漆黒ではなく、茶色だった。眼鏡の奥の瞳も、多分髪と同色だ。背もほんの少し、ジオより低い気がする。

「僕を見たあなたの第一声が『ジオ』だと知ったら、彼はどうするかな」

　滑らかな東海岸風のアメリカ英語だった。

「え？」

「失礼。こうして面と向かってお会いするのははじめてですね、セリカ。僕はガブリエル・スカリオーネと申します」

　ガブリエルと名乗った男性は、握手の手を差し出してきた。自然で慣れた動きで、芹香はつられて握手を返した。

「ミスター・スカリオーネ、ご用件はなんですか？　仕事の話でしたら、わたしよりも別の担当が……」

「僕と一緒に来て欲しいのです。行き先はニューヨーク。なに、悪いようにはしません。彼はきっとあなたとの再会を喜ぶでしょう」

　──彼？

「だ……誰のことをおっしゃっているのか、わかりません」

「そうですか？　いいや、わかっているはずだ。その証拠に、あなたは彼の名前を呼んだ……ジオ、と」

　堅苦しい眼鏡の奥に隠れているが、このガブリエルという男の視線は、芹香の背筋を凍らせるくらいに鋭かった。

　芹香は思わず後じさった。

「それは……名刺の名前を教えてもらっていたし、後ろ姿が似ていると思ったからです。別に、それ以外の意味はありません。もう昔のことで、思い出すこともなかったひとです」

　芹香は嘘をついた。はじめて会った知らない男に、芹香の心の一番脆いところを知られたくない。しかも、この男はおそらくジオと接点がある……。

「そうかな……？」

　ガブリエルは特に傾いているわけでもない眼鏡のフレームを、もったいぶった仕草で掛け直した。

　胸が締めつけられ、息苦しくなった。六年間、必死でジオのことを忘れようとしていた努力を、鼻で笑われたような気がして。

「なんの真似ですか？　あなたは誰なんです？」

「ああ、そんな悪魔を見るような目つきはやめてください。僕は、あなた方ふたりを助けたいと思って、善意で働いているだけなのですから」

「ひ……ひとを呼びますよ。このビルには警備がいます」

　警備という言葉を出せば、たいていの人間はひるむ。しかし、ガブリエルは逆に、楽しそうに唇に薄い笑みを浮かべるだけだった。

　控え目に言っても、ガブリエルは曲者だ。眼鏡のせいで一見真面目そうに見えるが、その奥に隠れた瞳には危険な光がある。しかもよく見てみると、その眼鏡も度が入っていないように見えた──つまり、意図的に目元を隠しているのだ。

　敵意こそ感じないが、まるで、芹香をゲームの駒かなにかだと思っているような、あざとさもあった。

「仕事の話でないなら、帰ってください。ジ……」

　その名を口にするだけで、今も胸が痛む。が、芹香は続けた。

「……ジオとは、もう関わろうとは思いません。あれは旅先でのアバンチュールに過ぎなかったんです」

「そうかな」

　ガブリエルは再び同じささやきを返す。

「そうです」

　芹香は対抗するように、毅然さを装って答えた。眼鏡の奥の目が細められる。そっくりとまでは言えないが、ガブリエルにはジオの面影がある。

　家族だろうか？　親戚？

　ガブリエルは不敵に微笑んだ。

「今日の仕事が終わるまで、猶予を差し上げましょう、シニョリーナ。本気で彼から逃げたいなら、今のうちに身を隠しなさい。そうでなければ……セリカ、覚悟をしておいてください。彼はもう限界ですからね」

　そしてガブリエルは踵を返し、事務所から去っていった。

　

　

　ニューヨーク──マンハッタン。現在。

　何から何まで灰色に見える……。

　光の洪水。夜の闇さえ呑み込んでしまいそうな、煌びやかな夜景を見下ろしながら、ジオ・ヴィゼンティーニは陰鬱に顔をしかめた。

　俗に言う『百万ドルの夜景』を、特等席とも言えるマンハッタンの高級マンションのペントハウスから眺めながら、自分を慰める酒を呑む。旨いとは思えなかったが、少なくとも少しの間、心の痛みを和らげてくれた。

　現在は投機と投資で全米有数の成功を収めているヴィゼンティーニ・インベストメント・コーポレーション。その社長であるジオの右腕であり、『それ以前』の時代から信頼できる唯一の親類であるガブリエルに頼んでしまった愚案を思い出す。

　ジオは自己嫌悪に唇をゆがめた。

（くだらない……。やめるべきだ。なにをしても一時の慰みにしかならない……。乾きはすぐにやってくる）

　ジオは手にしていたグラスをキッチン前のバー・カウンターに置き、いささか乱暴に髪をかきむしった。

　その時だった。

　ペントハウスの固定電話が鳴る。仕事場の電話や個人の携帯電話とは違い、この番号を知っている人間は少ない。ジオはすぐに答えた。

「ガブリエル？　三日もどこへ行っていたんだ？　そんなに手の込んだことをしろと言った覚えはない」

「すみません、ジオ。でもあなたが喜びそうな上玉を探し出してきましたよ。下に来てください」

　下とは、同じマンション内にある別の部屋のことだ。

　数年前、空室が出た時に投機として購入したもので、普段は誰も住んでいない。ガブリエルや他の部下が必要に応じて寝泊りすることもあるので、そのためのシンプルな家具が備えてあるだけの部屋だ。

　もちろん、世間一般の基準からすれば、十分に豪華な内装なのだが。

「ガブリエル、そのことについては……気が変わったんだ。女には金だけ払って、追い返してくれ」

　しばしの沈黙。

「……せめてご覧になるだけでも？」

「見たくない、と最初から言っただろう。それに同意する女にしろと言ったはずだ」

「ああ、そうでしたね。ただ、彼女はプロの女じゃないんですよ。あんまり条件にぴったりだったんで、なかば無理矢理連れてきてしまったんです。金銭を要求されたわけでもないし……困ったなぁ」

「なんだと？」

　頭に血が上り、あやうく受話器を床に叩きつけるところだった。

「俺たちはもう、昔の反社会的存在じゃないんだ。同意もしていない素人を勝手に連れてくるな！」

「お会いになれば気が変わるかもしれませんよ」

「ガブリエル！」

「じゃ。下でお待ちしております」

　ツー、ツーという無慈悲な機械音を残して、通話は切られた。

　ジオはワイシャツを羽織り、鍵カードを握り締めると下の階へ急いだ。できるなら昔に戻って、誰かを殴ってやりたいような気分だった。

　

　

　ジオがエレベーターで例の部屋のある階に降り立つと、ガブリエルが待っていた。まるで十九世紀の貴族の執事のように、うやうやしく頭を下げる。

「お久しぶりです、ジオ。彼女は寝室の中にいます。ご希望通り、姿が見えないように部屋は真っ暗にして、声を出せないようにしておきました」

「俺の話を聞いていなかったのか？」

「もちろん聞きましたよ。僕は数日前、あなたから頼まれたことを忠実に実行したまでです。気が変わって彼女を追い返したいなら、どうぞご自分で」

　そしてジオが乗ってきたエレベーターが閉まる直前を狙って、ガブリエルはするりと中に逃げ入ってしまった。チン、と音を立てて、ガブリエルを乗せたエレベーターはエントランスのある階へ降下していく。

「くそ！」

　叫んでみるが、完全防音のスペースに響くのは虚しいこだまだけだった。

　──『声を出せないようにしておいた』？

　いったいガブリエルはなにをしたのだろう？　ジオは確かに、相手の女性の声を聞きたくないと伝えた。ただそれは、あくまで行為中に口を利くなという指示だけで、声を出せない状態にするという意図はなかった。しかも相手は、その道のプロではないという。

　ジオはもう昔日のジオではない。堅気なのだ。ガブリエルは時々それを忘れるらしい……あとで説教をしなくては。

　辛酸を嘗めるような思いで、ジオは部屋の扉を開いた。

　室内は薄暗い。

　最上階のペントハウスとは違い、この部屋はいくらか格が落ち、夜景を臨む窓も小さめだった。

　部下が拾ってきた『彼女』に似た背格好の女を、わざわざじっくり観察する気も起きない。ジオは玄関口の照明をつけただけで、それ以上は明るくせずに居間に入った。

（早々にお帰り願おう……）

　寝室に向かい、念のためノックをする。

　返事はなかった。

　もし本当に『彼女』に似ていたらと思うと、顔を見たくない。後で辛くなるだけだ。ジオは照明をつけないまま寝室に入った。

　ハッと誰かが息を吸うのが聞こえる。同時に、女のくぐもったうなり声。

「すまない……。俺の部下があなたにしたことを詫びさせてくれ。しかし、これは手違いだったんだ。申し訳ないが、タクシーを呼ぶから、今すぐ帰って欲しい」

　んー、んー、という抗議のような息づかいが聞こえる。くそ、ガブリエルはこの女性に猿轡を噛ませたのか？　それともダクトテープだろうか？

　どちらもあの男なら朝飯前だ。

　もちろん、ジオにも。

「あなたの口を塞いでいるものを外そう」

　暗闇の中、ジオは記憶にあるベッドの位置に向かい、相手の呼吸音を頼りに手を伸ばした。

　すると、ふっくらとしたふくらみに指が触れる。

　女性がピクッと体を震わせた。

　乳房に触れてしまったらしい。女性からえもいわれぬ芳香が漂い、ジオの脳幹をじんわりと刺激した。甘い麝香。

　ジオの下腹部はすぐに反応した──なぜだ？　もうずっと、彼女以外の生身の女に惹かれることはなくなっていたのに。

「すまない」

　と謝ったものの、ジオの中で長いこと眠っていた怒れる野獣が、ゆっくりと顔をもたげて威嚇の声を響かせはじめている。

　この女の香りはなんだ。

　まるで彼女だ……セリカ。

　女はさらに、んーっ、と言葉にならない訴えを漏らす。なぜかひどくジオの情念を誘う響きが、彼女の声にはあった。

　しかし、そんな肉欲に溺れたくない。数日前、ガブリエルに馬鹿げた指示を出してしまった時は、仕事のストレスと深酒で理性を失っていたのだ。

　ちょうど六年前、彼女と出会った日だったから……。

「俺の部下は……あなたを、俺の欲している女性とよく似ていると判断したらしい」

　言い訳がましい説明をつぶやきながら、女性の口を塞いでいるものを探す。

　照明をつければ難なくできることだろう。が、この女性の顔を見たいとは思わなかったし、自分の顔を見られるのも、できれば避けたかった。

　──くそ。だから、話のわかるプロの女にしろと言ったのに。

　ジオの手が、女性の肩に触れた。

　細い肩……きめ細かい肌……そこから優雅に続く、華奢な首筋。アジア人なのだろう、と感じた。ガブリエルには『彼女』に似た背格好の女、と言いつけたのだから、当然といえば当然の帰結だ。

「もう何年も前に別れたきりの女だ。俺のような悪党が、触れていい相手ではなかったんだ。それでもあの頃は……我慢できなかった」

　女性が息をひそめる。

　逃げるように身をよじっていたのに、それが収まり、ジオの手の触感に抵抗しなくなった。

　ジオは手探りで女性の口を塞いでいるダクトテープを見つけた。口元だけでなく、後頭部まで巻かれている。

　ポケットに忍ばせているスイス製の携帯ナイフを取り出したジオは、慣れた動きでピッと縦に切り込みを入れる。

　──そうだ。こんなことに慣れている自分が、天使に触れていいはずがなかったんだ。

　ジオは素早くナイフをしまうと、できるだけ痛まない速度で、ダクトテープを剥がした。

　長くて深い安堵のため息が、女性の口からこぼれる。

「服が必要なら、男物だけだが奥のクローゼットにいくらでもある。金は居間のテーブルに置いておくから、持って帰ってくれ。十分以内にマンション前にタクシーが来るようにしておく」

　ジオは早口にそう説明すると、ベッドから下りた。一刻も早くここから去るべきだ。

　しかし、暗闇の中、寝室の扉のノブに手をかけた時……背後からジオを引き止める声がした。

「待ってください」

　ジオはその場に硬直し、歩みを止めた。

　──そんな、まさか。ありえない。くそ、ガブリエル。

　彼女の英語には、六年前にあったような重いアクセントは消えていた。しかし、聞き間違えるはずがない。

「手を……縛られているんです。このダクトテープも切ってもらわないと、着替えられません。それに……ここがどこかも、わからなくて」

　せり上がってくる唾をごくりと飲み下しながら、ジオは天を仰ぐように上を向いた。

　──だれか嘘だと言ってくれ。これは夢だと。

　鼓動が急く。頭がぼうっとする。なにも考えられなくなる……。ジオがなにも答えずに不動でいると、声の主は消え入りそうな小さな声でささやいた。

「ジオ……なんでしょう？」

　たまらなくなって、ジオは照明のスイッチに手を伸ばした。ベッド両脇の壁に備えてあるタイプのランプが、暗かった室内に光を投げかける。

　ジオはゆっくりと振り返った。

　そして見つけた……。六年前、断腸の思いで別れを決意した女性が、ベッドの上に座っている。

　ブラジャーとショーツだけの、下着姿で。

　六年前と変わらない……しかし、少女っぽさが消えて成熟した大人の女になった、ジオの女神が。はじめて会った瞬間から惹かれた、つぶらで澄んだ黒い瞳。絹のような黒髪。触れるのに躊躇してしまうほどのきめ細かい肌……。

　そのすべてが、男心をそそる白いレースの下着に包まれて、ジオの前にいる。

　まるで六年前の再来だった。

「どうして……」

　間抜けな問いが口をつく。

「そんなの、わたしが知りたいです……。あなたの部下はどうしてこんなことをしたの？」

　芹香の目には涙が浮かんでいた。

　──知りたいかい？　君が恋しすぎて、君に似た女を調達してこいと頼んだからこうなったんだ。まさか本人を連れて来るとは思わなかった。

　思わず真実を口にしそうになったが、ジオはぐっと拳を握って、混乱する頭をなんとか落ち着かせようとした。

「言っただろう……これは手違いだったんだ」

　芹香はまるで同情するような視線をジオに向ける。

「わたしに似た別のひとが欲しかったのに、わたし自身が来てしまったから……？」

　みぞおちを強く殴られたような衝撃だった。肺から空気が消え、呼吸の仕方がわからなくなる。

　どこまで彼女に隠せるだろう？

　どこまで、彼女を、守れるだろう……？

　

　

　六年ぶりに目にするジョバンニ・ヴィゼンティーニは、芹香が覚えているよりもずっと、渋みを増していた。六年前、彼は二十六歳だと言っていたから、今はもう三十二歳になるはずだ。

　もちろん、彼の語った年齢が事実だったら、の話だけれど……。

　彫りの深い顔立ちはさらにシャープになって、黒い髪は当時よりも少し長くなっている。白髪や皺こそまだないけれど、明らかに年月の流れを感じさせた。

　それでも、神秘的な緑がかった瞳だけは変わらない。

「わたし……いつも通りに日本で仕事していただけなの。そうしたら職場にガブリエルが現れて、その日の仕事帰りに彼にさらわれた……んだと思う。覚えてないの。なにかを嗅がされて、意識を失って、気がついたらこのマンションにいて……」

　いつまでもジオからの返答が得られないので、芹香は事情を説明した。

　ジオは野犬が敵を威嚇するような、うなり声を漏らして前髪をかき上げた。

「……ガブリエルはどこまで君に説明した？」

「そんなに多くはないわ。ここがアメリカのニューヨークだっていうことと、あなたがわたしに会いたがっているから、強引だけどこうさせてもらったって……それだけ」

　ジオは再び黙した。

　まるで、近づいたら火傷をしてしまうとでも言いたげに、芹香から距離を取ったままでいる。

（こんな形でまた会うなんて……）

　再会の甘い余韻に浸れたらと……思う。

　でも芹香は下着姿で、手首をダクトテープで縛られていて、ジオはなにも答えてくれない。

　──六年間。

　ジオに捨てられたあの日から、どれだけこの瞬間を夢見ただろう。

　どれだけの夜を、消えてしまった恋を哀んで枕を濡らしただろう。

　ようやく諦めがつき、忘れられるようになってきたばかりだというのに、こんな仕打ち。耐えられなかった。

　芹香はすでにガブリエルに向かって散々抗議の声を上げたばかりだったから、ジオとまで口論する気力は、正直残っていない。

「この手首のテープを切ってください。それから、わたしを日本に帰して。あなたにはもう会いたくないの」

　芹香がキッパリと言い切ると、ジオはやっとピクリと反応した。突然、長い足を利用した大股でベッドに上がってくる。そしてグッと芹香の手首を掴んだ。

「俺から離れるつもりか？」

　恫喝するような低い声。

　芹香の怒りに炎がついた。

　──離れるつもり？　なんの冗談だろう？

「当たり前です！　な……なにも言わずに、わたしの前から消えたのはあなたの方でしょう！　今だってタクシーに乗って帰れって言ったじゃない！」

「君だとは思わなかったからだ。それに六年前は……仕方なかったんだ。あれは君を守るためだった──」

　ジオの声はかすれていて、聞き取りづらいくらいだった。彼には珍しいくらいの、はっきりしない歯切れの悪い口調で、とつとつとつぶやく。

「今も……その考えは変わらない。君はここにいるべきじゃない……」

「だったら！　帰してくださいって言ったでしょう？　早くわたしを離して！」

　芹香が声を荒らげると、ジオの目じりが獰猛に吊り上がった。手を振りほどこうと腕をよじっても、ジオはかえって力を込めて芹香を抱き寄せるだけだった。

「や……っ、ジオ……んっ！」

　これをキスと呼んでいいのかさえわからない、性急で切羽詰まった激しさで、唇を奪われる。

　記憶にあるよりさらに大きいジオの肉体が迫ってきて、芹香の本能がうずいた。

　コノヒトニ、愛サレタカッタ。

　コノヒトガ、恋シカッタ……忘レ、ラレナカッタ。

「ん……ふぅ……っ」

　舌がからみ合う。

　ふたりの唾液が混ざり、吐息が奪われて、芹香の肢体が小刻みに震えはじめた。ジオはきつく芹香を抱きしめて離さない。

（こんな……。こんな再会は……）

　繰り返し見た夢でさえ、これほど熱い口づけはなかった。

　ジオは何度も何度も角度を変えて、芹香の唇を味わい尽くし、彼女の口内を蹂躙した。ベッドの上で抱きしめられて、ジオの下腹部から突き出た硬いものが、芹香の股の間を割り込むように圧迫してくる。

「……ハッ……い、息……できな……」

　切なく訴えてみるものの、ジオの唇はさらに濃厚に芹香を求める。言葉にならない情炎がジオから芹香に移り火して、体がもどかしく火照った。

「あっ！　ジオ……っ！　なに、を……っ」

　パチリと、背中にあるブラジャーのホックを外された。ワイヤーと布で押し上げられていた乳房がはだけ、ふるりと揺れて露出する。

　ジオは荒っぽくブラジャーを芹香の喉元に押し上げ、たわわに熟れたふくらみのひとつを口に咥えた。きつく吸い上げられる。電流を受けたような刺激に、芹香は鳴きながらのけぞった。

　六年間。

　諦めたつもりでいても、心のどこかでこの瞬間を求めていた。

　わたしは哀れな女なのかもしれない、と芹香は思った。たかだか二週間弱を過ごしただけの相手をいつまでも忘れられず、こんな強引な再会にさえ、喜びを見出している……都合の良い女。

　でも体は正直で、ジオの激しい愛撫に、神経という神経が過敏に反応する。

「この味だ……。セリカ……君の味がする」

「んぁ……っ」

　ジオは芹香の背をシーツの上に倒し、ダクトテープで縛られたままの手首を頭上に持ち上げた。胸が揺れ、無防備にジオの目の前に捧げられる。

「おね……お願い……。手首の、これ……切って」

「嫌だと……言ったら？」

「な……っ」

「だが、こちらの方は、喜んで切り刻んであげよう」

　どこからか素早く携帯ナイフを取り出したジオは、まず手首のダクトテープを刃の背でなぞって焦らすと、押し上げられていた芹香のブラジャーの中央を切り裂いた。

　そして、肩紐を。

　そして、ショーツを。

　芹香の肌を守っていたすべてが一瞬にして、終わりの時を迎えた花弁のように儚く散る。芹香は手首を縛られているだけの裸体になった。

　六年前に、芹香を捨てた男の目の前で。

　芹香は嫌々と首を横に振った。

「ジオ……。ジオ、どうして、こんなことをするの？」

　馬鹿げた問いだ。芹香を抱きたいからに決まっている。六年前のように芹香をもて遊んで、欲望だけ満たして、また捨てるために。

　さっきは強がったけれど、芹香の心にはいつだってジオに捨てられたトラウマが重くのしかかっていた。また彼に抱かれたいという気持ち。でもその後にまた捨てられるかもしれないという恐怖……。

　ジオは能面のような固い面持ちで顔を上げた。

「本当に嫌なら、逃げてくれればいい……。俺は追わない。でも今、逃げないのならば、俺は君を奪う。奪い尽くす。どんな形であろうと、六年は長すぎた」

　その言葉通り、ジオは数秒だけ動きを止め、芹香の反応を待った。

　今だけだ。

　今、逃げないと！

　でも、芹香の体は動かない。心とは裏腹に、体の奥に生暖かいなにかが分泌されて、芹香を蕩けさせた。足は縛られていないのに、動かそうとしても動いてくれない。

「でも……こんな……。せめて説明して……あっ、きゃっ！」

　ジオは、高空から地上の獲物を狩る鷹のような猛然とした勢いで、芹香を屠りにかかった。

　胸をまさぐられながら、耳たぶを甘噛みされる。ジオの舌がぬるりと芹香の耳の中を舐め回し、艶かしい水音を立てる。吹きかかる熱い息と、舌での蹂躙とで、芹香の呼吸は乱れた。

「あ……ぁん、──っふ、ひぅ……」

　くぐもった嬌声を漏らしながら、芹香は次第に反抗する意思を失っていく。

　だって抗えない。

　ずっと本心では彼を求めていた。

　プライドや常識を捨てた向こうにある、初恋を忘れられないままの孤独な心が、ジオとの再会に歓喜してすべてを受け入れようとしている。

「だ、だめぇ……」

　胸の先端を親指と人差し指に挟まれてコリコリといたぶられ、芹香は儚く翻弄された。痛みと快感の中間くらいの絶妙な力の入れ方で、体の芯がどんどん熱くなる。

　芹香が雌の声で啼くと、ジオはさらに執拗な愛撫を胸に施す。

　指で。

　舌で。

　息で。

　芹香はどんどん正気を失っていった。

「君はこれで……何度もイったな」

「え……きゃっ」

　腰を掴まれ、いきなりくるりと体を回転させられる。手を縛られたままでいるせいで、芹香は伏せを命じられた犬のような格好になった。

「ただ、君は小さいから……こうしないと高さが合わない。覚えているかい？」

「やっ、ジオ……待って……」

　ジオはベッドから下りて、芹香の太腿を持ちながら、哀れな体勢のままの彼女をベッドの縁まで引きずった。

　──ええ、覚えてる。こうして何度も奪われたから。

　ジオの指がすっと秘部のぬめりを撫で、ゆっくり、グチュグチュとクリトリスをかき回した。すでに濡れ切っていたそこは、もっともっとと貪欲にひくつく。

　芹香は思わず、自らわずかに腰を揺らしていた。

「綺麗だ、セリカ。俺を求める君ほど美しいものは、この世にない……」

　そして、ジオは寝室の端にあるクローゼットを乱暴に開け、なにかを取り出した。それがコンドームだと気づいた時には、ジオはすでにベルトを外し、力強い剛直を取り出していた。装着が完了すると、焼けるように熱いそれでズブリと芹香を貫いた。

「んあぁぁ……！　ひぅっ！　お……大きい……」

　ふたりには体格差がありすぎて、ふたり同時にベッドの上だと後ろからまぐわることができない。だからこうして、ジオはベッドのすぐ後ろに立ったまま、シーツの上で四つん這いになった芹香の中に侵入する。

　芹香の太ももの間はすでに濡れそぼっていて、蜜道はねっとりとジオのものを咥え込んだ。とはいえ長い間、男を受け入れていなかった膣は悲鳴を上げる。

「ん……ぁ……痛……っ」

「力を抜くんだ、セリカ。君を傷つけたいわけじゃない……」

　それでもジオの昂りは質量がありすぎて、限界までこじ開けられるような鈍痛に、芹香はすすり泣く。

　ジオはしばらく、芹香の秘部が彼の圧に慣れるまで、動きを控えてくれた。それでもそんな甘えはいつまでも許されない。ジオは屈んで、芹香の背筋をなぞるようにキスをすると、少しずつ腰を動かしはじめた。

　雄芯が媚肉をこする……世界で最も原始的な触れ合い。

　オスとメスが求め合う究極の行為に、ジオも芹香も次第に我を忘れていった。

　彼は正しい──六年は長すぎた。

　芹香は彼の高さに合わせるために尻を突き出して、あられもなく官能の声を漏らす。痛みが快感に変わってくると、芹香の膣穴は最奥までジオの男性自身を受け入れた。

「……て……ジオ。ゆっくりに……して……」

　いっぱいの欲望に突き動かされたジオがどんな動きをするのか、芹香はよく覚えていた。だから懇願する。今はまだ、あんなに激しくしないで。

　壊れてしまうから。

「それは……難しいな……」

「ジオ……」

　奥まで貫かれ、芹香は痙攣に似た痺れに震える。ジオの陰茎は芹香の中を生々しく満たし、まぎれもない雄による雌の所有を叫んでいた。

「俺の……ものだ……。畜生……どうして……」

「くぅ……んっ」

　芹香は四つん這いなので、抽送のたびに揺すぶられ、裸の胸がシーツの波にこすりつけられる。いっぱいにされた膣と、シーツとの摩擦にいじめられる乳首と。こんなふうに、あちらと、こちらと、ふたつ以上の性感帯を同時に刺激されるのに、芹香は本当に弱かった。これをやられるとすぐに達してしまう。

　絶頂の気配を感じはじめて、芹香の媚肉はさらに過敏になり、膣はジオのものを貪欲に締めつける。

　ふたりの結合部分から、ジュプジュプと水音が溢れる。

「あ──あ、……あっ、だめぇ……んぁ……ア！」

　それをかき消すような芹香のあられもない嬌声と、ジオの荒い息づかい。世界が反転していくみたいだった。

　黒が白に。絶望だったものが希望に。過去のものだった想いが、この瞬間に、蘇る。

「あ……もう……もうすぐ……っ。これ以上、む……無理……」

　いよいよ快感の津波に飲み込まれそうになった瞬間、ジオはずるりと竿を引き抜いた。芹香は驚きに目を見開く。

「やっ、どうして……？」

　彼の陰茎ほどの質量が一瞬で体内から引き抜かれる、その喪失感は大きかった。氷漬けにされたような寒気に襲われ、ブルっと震える。

「まだだ。もう少し我慢してくれ」

「そんな……」

「バックの良さは捨てがたいが……今は正面から君を奪いたい。君が達する顔を見たい」

　このひとは悪い男だ、と芹香はトロンとした意識で考えていた。芹香を捨てたのは彼なのに。芹香を勝手に誘拐したのは彼の部下なのに。ジオは、まるで念願の再会を果たしたみたいなことを言う。

　すぐに正面を向かされると思ったのに、ジオはその前に、突き出した芹香の臀部を鷲掴みにして、割れ目にねっとりと舌を這わせた。

「きゃう……っ！　や……きた、ない……っ」

　秘部の花弁だけではない。肛門までつぶさに舐め上げられて、すでに紅潮していた芹香の肌がさらに赤みを増す。

「最高の味だ」

「だめ……だめだってば……。汚い、から……」

「君に汚いところなどないよ。たとえ汚くても、俺は気にしない」

「ん……ぁ……」

　後ろの穴をくまなく味わってから、ジオは二枚の花弁の間に指を滑らせた。ブチュ、と熟れた果実を潰すような音がして、ジオの指が、芹香の秘所の先端に隠れた小さな禁断の実をすり潰す。

　手首を拘束されたままの芹香にできることは少ない。

　芹香は切なくすすり泣いた。

　あちこちが痙攣する。

　自分がどんな体勢でいるのか混乱していたところで、ジオは芹香の肢体をくるりと回して、シーツを背にした仰向けに変えた。

　ふるりと乳房が揺れる。コリコリに硬くしこった蕾は、普段のピンクよりも濃い紅に染まっていた。

「手首の……これ……」

　芹香は懇願した。

　ジオは短く舌打ちをしたが、下げられていたズボンのポケットから携帯ナイフを取り出して、ダクトテープを切った。これ以上我慢できないというようにナイフを床に投げ捨てると、性急に太ももまで下げられていたズボンを脱ぐ。シャツも同じ運命を辿って、床に脱ぎ捨てられた。

「ジオ……わたし……」

　やっと手が自由になったのに、芹香はほとんど動けなかった。

　一糸纏わぬ姿になったふたりはベッドの中央に戻り、男が上、女が下になって、重なり合った。

　そして、まずは数え切れないほどのキスをした。

　──唇に。

　まるで呼吸を奪い合うような、もしくは与え合うような、情熱的なキスを。

　──首筋に。

　今度は、くすぐるような、からかうような、いたずらなキスを。

　──ダクトテープで赤くなった手首に。

　王女に忠誠を誓う中世の騎士のような、厳かなキスを。

　そしてあらゆる芹香の感じやすい場所に、ジオは口づけという名の刻印を押していった。反抗できないどころか、自ら求めるように腰が浮いてしまうのを、芹香はもう止められない。

　止めたくない。

　自由になった手で、芹香はジオの髪に指を通した。

　すると、ジオの男性自身は滑らかな動きで一気に芹香の中に入った。

「ん……んぁぁぁ……っ！」

　正面からの挿入は、背後からとはまた違う直接的な圧がかかる。ジオの熱くたぎった剣に一気に貫かれ、芹香はのけぞってあえいだ。

　大きくて、熱い。

　ふたりはこんなに体格が違うのに……。性器だって、ジオの男性自身は芹香の体には酷なほどの大きさなのに。まるで失われていた鍵が本来の鍵穴を見つけたように、ぴったりとはまる。

「嘘よ……」

　芹香はうわ言のようにささやいた。だって、これが現実だなんて信じられなかった。数日前まで芹香は日本で働いていて、ずっとジオのことを忘れようと努力してきて、やっと諦められるようになってきたばかりだったのに……。

「こんな、の……。嘘よね……？」

「そうだ……。これは嘘で、幻想で、現実ではない……」

　ジオは激しく腰を振りはじめながら、うなった。

「……とでも言うと思ったか？　違う。これは現実だ。君は俺に抱かれている。俺は、君を、抱いている……」

　ベッドがきしみ、シーツが渦のように乱れた。

　寄せては返すさざなみのようだった快感が、もっと乱暴な、濁流のような激しさになって芹香を飲み込もうとしている。

　芹香の膣穴からはとめどなく愛液が滴った。

　これは、現実？

　目の前にはジオがいる。少し伸びた髪と、渋みを増して鋭くなった輪郭と、今も変わらない魅惑的な緑色の瞳の……六年前、芹香がはじめて本気で愛したひとが。

　毎晩、恋しさに枕を濡らした。

　同時に、毎夜、彼を恨んだ。

　その彼の、最も原始的な器官が今、芹香の中で生々しく動いている。媚肉が擦れるたびに芹香を高みに導き、引き締まる膣に対抗するように太さを増していく、男らしい猛り。

「う……うそ……つき」

　震える声でささやきながら、溢れそうになる涙を堪える。

「あの、夜のこと……忘れないって……やく、そく……したのに……。すぐに、いなくなって……」

　それでもひと粒の涙が頰を伝う。

　ジオは荒っぽくその水滴を舐めとった。

「忘れたわけじゃない……。忘れたことなど、一度もなかった……」

「でも、じゃあ……っ、ア！　んぁ！」

　揺さぶられる、などという表現はもうふさわしくなくなっていた。芹香はジオの動きに壊されていく。体がバラバラにならないのが不思議なくらいだった。

　すでに芹香が腰を振ることはできなくて、ジオの激しい挿入に耐えるだけで精一杯だった。

　シーツを握っていないと、最奥に打ち込まれるインパクトで体が飛ぶように揺れる。

「あぁ……あぁあ……！」

　芹香の視界に星が散った。

　絶頂の快感が芹香の全身を貫き、体がピンと張って痙攣する。

「くそ……っ、セリ……カ……」

　陰茎を媚肉にきつく咥えられて、ジオは顔を歪めて歯を食いしばった。

　汗が滴る。

　最後のひと突きが子宮まで届きそうな最奥まで到達すると、ジオは咆哮じみた声を上げた。

　ジョヴァンニ・ヴィゼンティーニの子種が、永崎芹香の体内で解き放たれた。コンドームをつけていても、彼の性液がほとばしるのを感じることができた。

　芹香は、歓喜とも哀愁ともつかない、複雑な切なさに包まれた。

　本能では、ジオとの再会の喜びに打ち震えている。

　でも、理性は、ぬか喜びするなと警笛を鳴らしている。

　ジオは白濁を出し切っても、痛いくらい強く芹香を抱きしめて動かなかった。喘鳴のような荒い息づかいだけが互いの耳元に響いて、ふたりはしばらくなにも言えないでいた。







第二章　挑戦








　コトンという、熱いコーヒーの入ったマグカップが石のカウンターテーブルを叩く音が響いて、芹香は思わず姿勢を正した。

「……ガブリエルが君を無理やり連れ去ってきたのは、わかった」

　ジオの声は、思わずすくんでしまいくらい低かった。

　怒ったジオというのを、六年前、芹香は一度も見たことがなかった。だから、これがどのくらいの怒りを意味するのかは、わからない。

「わたしも……ここがニューヨークのマンハッタンで、これはあなたのペントハウスだってことは、よくわかりました」

　仕方なくそんなことを言い返しながら、手にしたマグカップを見つめる。

　濃い目に淹れてもらったカフェオレが湯気を立てている。

　なにが飲みたいかと聞かれて、ココアと答えたのだが、そんな女っぽいものは常備していないと言われてこれになったのだ。

　ジオのアパートに『女っぽいもの』がない、という事実に、密かに喜んでいる自分がいたのは……秘密にしなければならない。

　多分……。

　

　あの後、ふたりはさらにもう一度、体を重ねた。

　もう腰が立たないほどに奪われてしまった芹香を抱いて、ジオは同じ建物内にある、最上階のペントハウスに彼女を連れてきた。

　ここが、現在のジオの居住地なのだと、教えられて。

　ジオの大きなＴシャツを貸してもらい、ショーツの代わりに運動用のショートパンツを履かされて。

　高級ホテルのエントランスかと見まがうようなシックで洗練された居間の、白い革張りソファの上で、ちびちびとカフェオレを啜っている。

　なんてことだろう。

「ここまで、どうやって運ばれたのかは覚えていないんです。国境を超えたはずなのに、パスポートを出した覚えもないし……」

　ジオは不穏にうなる。

「もうすぐガブリエルが来るはずだ。すべて説明させる」

「驚かないんですね？」

「なにを？」

「パスポートなしなことに……」

　六年前だって、ジオがただの平均的なアメリカ人であるとは思えなかった。しかも彼は職業を『そこそこの実業家』としていて、いくらか株や不動産の投機をしているとしか教えてくれなかった。

　でも、このペントハウス。

　目下に広がるのは、映画や海外ドラマでおなじみのマンハッタンの夜景で、居間だけでも芹香が務めていた事務所がすっぽり入ってしまう広さだ。その辺の『そこそこの実業家』が住める種類の場所ではないことくらい、日本人の芹香にだって明らかだった。

　説明を求めて芹香がじっとジオを見つめていると、彼はやがて、諦めたように長いため息をついた。

「セリカ、君は日本へ帰らなければいけない」

　まるで彼自身に言い聞かせているような、冷淡な棒読みのセリフだった。

「どうしてですか？」

「これはガブリエルの手違いだったからだ」

「手違い？」

　芹香はマグカップをギュッと握った。

「外国からパスポートもなしで女性をさらってきて、手首を縛って口を塞いで、あなたのアパートメントのベッドに半裸で放置しておくことがですか？」

　ジオは再びうなり、カウンターに置いたコーヒーの残りを一気に飲み干した。

「だからこそ君は日本へ帰るべきなんだ。俺が六年前……君から離れたのも同じ理由だ」

「ど……どういう、意味ですか」

「すでに勘づいてるだろう？　俺は……まともな環境で育った人間じゃない。君にはふさわしくない」

　今度は芹香が、喉の奥でうなり声を漏らす番だった。

「……あなたみたいなアメリカの上流階級のお金持ちに、わたしみたいな貧乏画家の日本人娘はふさわしくないってことですね」

　ジオは叩きつけるようにマグカップをカウンターに戻した。ピシッと陶器にヒビが入る。

「違う！」

「ち……違いません！」

　思わず反論する。ほとんど条件反射だった。ジオは怒りをあらわにして大股で芹香の前に迫り、ソファに座っている彼女の手首を片方、ギュッと掴んだ。

「ひとの努力を無駄にしない方がいい、ミス・ナガサキ」

　芹香の手は苛立ちと恐怖に震えて、カップに半分残っていたカフェオレがこぼれそうになった。

「あ……あなたのお金儲けの努力を無駄にするなってことですか、ミスター・ヴィゼンティーニ？　六年前、わたしを誘ったのも、なにも言わずにわたしを捨てたのも、ここにわたしを拉致したのも、全部わたしじゃなくて、あなたなのに？」

「セリカ」

「離して！　それから、せっ、説明してくださいっ！　正直に言うと、ずっとあなたが忘れられなかった。でも、これでやっと諦めがつきそうです！　あなたはわたしが、お金目的の女だと思っているの？」

　緑の瞳がえも言われぬ激情に揺れる。そこには怒りだけでなく、悲しみのようなものも宿っていた。

　──ずるい。ずるい。ずるい。

　でも、芹香も、動揺せずにはいられない瞳だった。

　ジオはゆっくりと芹香の手首を離す。離してと懇願したのは芹香なのに、一抹の寂しさが胸を刺す。

　しばらく芹香を見つめたあと、ジオは彼女に背を向けて、床から天井までを占める巨大なガラス壁に向かった。そして、果てないきらめきを放つ夜景をぼんやり眺める。

「六年前……」

　ボソリとした口調で芹香に背を向けたまま、ジオはつぶやいた。

「母が亡くなった当初、俺は本当にただの交通事故だと思っていた。奔放なひとだったからな。葬儀を済ませて遺産を整理して、彼女のアパルトマンを売りに出して……いくつか画廊めぐりでもして、すぐにアメリカに帰るつもりだった。君に出会うまでは」

　そこでジオは黙り込んだので、もう説明を続ける気がなくなってしまったのかと思った頃、彼は急に芹香を振り返った。

「違ったんだ。母は殺されていた。アメリカでの抗争が飛び火して、もう何年も前からフランスに逃げていた母にまで魔の手が伸びたんだ。ヴィゼンティーニを陥れるために」

　抗争？

　魔の手……？

　芹香は英語を聞き間違えたのかと思った。でもジオの表情は真剣で、まっすぐに芹香を見すえている。

「それは……どういう……」

「俺はニューヨークでも指折りのファミリーのドンの跡継ぎなんだよ、セリカ。イタリアン・マフィアだ。存在くらいは知っているだろう？」

　芹香は小さくうなずいた。

「映画とかで、見たことなら……」

「だろうな……。だが現実は、映画で見るよりずっと汚らしくて血生臭い。母はそんな世界に嫌気がさして、俺を産んだあと、生まれ故郷だったフランスに逃げていた。俺はフランスとニューヨークを往来して育った。父は俺を跡継ぎとして教育していたが……」

　そして、ポンポンとこめかみの辺りを人差し指で指す。それこそ映画でよく見る、脳や知性を示す欧米人の仕草だった。

「自惚れるわけじゃないが、ここが違った。俺にはマフィアの抗争など古臭い過去の遺物にしか見えなかった。せっかくビジネスの基礎はあるんだ。すべて形を変えて、合法化して、まともな事業に変えていくべきだと……父親とはいつも口論になっていた。母が亡くなる前、俺は父親の反対を押し切ってＭＢＡを取り、ひとりで事業をはじめていた……」

「ジオ……」

「そして母が亡くなり、君と出会ってパリに滞在していた時、すでに半分縁を切っていたファミリーの現状を知らされた。母の死は事故などではなく、ヴィゼンティーニ家は他のマフィアと血みどろの抗争の真っ最中だった……と、ね」

　口早に紡がれるジオの告白に、芹香は言葉を失った。

　そして、いくつかの失われていたパズルのピースが、はまっていくような気がした。

　初対面で感じた、ジオの危険な雰囲気。

　立ち居振る舞いは上流階級の出自を感じさせるのに、けっしてお坊ちゃんではなくて。

「それで……わたしの前からいなくなったの？」

　それを問うのが精一杯だった。

「そうだ」

　即答。

　あまりにもきっぱりとした答えで、芹香は逆に疑問を持った。

「で、でも、だったら……ひと言くらい教えてくれたってよかったのに……。あなたはなにも告げずに急に消えて……」

「セリカ、君は俺の話を聞いていなかったのか？　相手は遥々フランスに逃げていた母まで殺したんだ。俺が誰かと付き合っていると知ったら、奴らの手はすぐ君にも伸びただろう。すぐに、だ。俺は一刻も早く君から離れる必要があった」

「……あ……」

「もし、君のことをどうでもいい遊び相手だと割り切っていたら、あれほど急いで消えたりはしなかった。適当に言い訳して、あと腐れなく別れただろう。しかしそんなことをしている時間はなかった。君の命を危険にさらしたくなかったんだ。それに、俺は、あの関係を完全に終わりには──」

　と言って、ジオは口をつぐんだ。

　頭が混乱して、芹香もなにも言えずにいた。抗争。イタリアン・マフィア。ドンの息子。殺された母親……。

　ただ旅先で外国人に遊ばれて捨てられただけだと思っていたのに、その裏にはこんな、信じがたい現実が隠されていただなんて……。

「終わりには……？」

「なんでもない。忘れてくれ」

　このままではカフェオレを溢してしまいそうな気がして、芹香はマグカップをコーヒーテーブルに置いた。

（自惚れても……いいの？）

　六年前、ジオが芹香を捨てた理由は、芹香を守るためだった。

　なにも告げなかったのは、時間がなかったことに加え……完全に縁を切ってしまうのを避けるためだった……と。

　真実を伝えられれば、その時は別れ話になったはずだ。そうすれば、すぐにではなくても、芹香はもっと早くジオを忘れて次の恋に進めただろう。でもジオはそれを避けた。

　せめて、電話で事情を説明するくらい、してくれてもよかったのに……。迎えには来てくれなくても、せめて……。

（ずるい……）

　そう、卑怯だ。

　でも、そこまで未練を感じていてくれたことに、密かに喜んでいる自分がいる。もちろん怒りがないわけじゃない。でも、胸の奥をくすぐるような嬉しさは消せなかった。

　ジオが黙ってしまったので、ふたりは沈黙の中で見つめ合った。

　そんな時、ペントハウスの扉がコンコンと数回ノックされる。

「……諸悪の根元のお出ましだな」

　口早につぶやきつつ、ジオは扉を開けに向かった。戻ってきたジオと一緒に居間に入ってきたのはガブリエル・スカリオーネだった。

　日本で、芹香をさらった眼鏡の男。

「こんばんは、セリカ」

　ガブリエルは悪びれもせずに眼鏡の奥の目を細めた。芹香がジオの服を着ているのを見て、満足げに数度うなずく。

「言ったでしょう？　悪いようにはしない、と。ジオは優しかったですか？」

「そ、それは……」

「ガブリエル！」

　雇い主の険しい声が響いても、ガブリエルはわずかに肩をすくめるだけで動じなかった。

　ジオは苛立たしげにうろうろと居間を歩いた。

「……セリカは日本へ帰るべきだ。今すぐチケットを用意してくれ」

　胸を矢で射られたような痛みに、芹香は息を呑む。

　ガブリエルはこのジオの反応を予想していたようで、顔色ひとつ変えない。

「無理ですね」

「えぇ？」と、芹香。

「なんだと？」と、ジオ。同時だった。

「少なくとも今すぐには、無理です。急いでいたので、昔の人身売買ルートを使ってパスポートなしでお連れしたんですよ。でも帰国するとなれば、ちゃんと正規のパスポートを用意しなくちゃいけませんから。偽造するにも時間がかかりますし」

　芹香は、ジオと一緒になってうなってしまった。

　昔のルート。人身売買。偽造。そんな不穏な単語をこともなげに語るガブリエルに、ジオの告白の信憑性はさらに増す。

　ガブリエルは眼鏡をいじりながら続けた。

「日本にある彼女のアパートに誰かを送って本物を取り寄せるにしても、偽造パスポートを作るにしても、二週間はかかります。どうしてもというなら用意しますけど、すぐにとはいきません。まぁ、その間はここにいればいいのかな？　ねぇ、セリカ？」

　まるで、朝食の卵は目玉焼きがいいですか、それともスクランブルエッグがいいですかと尋ねるような軽快な口調で同意を求められる。

　日本人の悪い癖で、芹香はつい流されてうなずいてしまった。

「そうこなくっちゃ」

　ガブリエルはうきうきした様子で「朝一番に、必要なものを揃えて届けさせますね」と言い残すと、ペントハウスから出ていった。

　ジオと芹香は再びふたりきりになった。

「……ジオ」

　なにか言って欲しくて、六年間忘れられなかった男性を見つめる。ジオはガブリエルが消えたあとも玄関の扉を睨んだままで、微動だにしない。

「わたしに、帰って欲しい？」

　彼の肩がピクリと揺れた。

「……最初に、帰してくれと言ったのは君だ」

「でも、それは、あなたの話を聞く前だったから……」

「だったら、すでに話を聞いた今は、ますます逃げなければいけない。そうだろう？」

　芹香はすっと立ち上がった。

「今も？」

「なにが」

「今も……あなたはマフィアなんですか？　その……ドンっていうのを継いだの？　お父様はどうなったの？」

　芹香の吐息と、ジオの深いため息がペントハウスに響く。よほど防音がしっかりしているのか、キッチンから冷蔵庫の機械音がわずかに聞こえる以外、ほとんど雑音はしない。

「父はあれから二ヶ月後に亡くなったよ。もちろん、抗争のせいで」

「それで……？」

「俺が父の跡を継いで最初にしたことは、ファミリーの解体だった。正確には、すでにあったマフィア事業をどんどん合法的なものに変えていったんだ。麻薬と人身売買からは手を引いた。詳しいことは……君は知らない方がいい」

「じゃあ、もうマフィアではないんですね」

「『ピクルスはキュウリには戻れない』という表現を知っているかな、賢いセリカ？　確かにファミリーは解体した。今の俺はヴィゼンティーニ・インベストメント・コーポレーションという投機と投資の会社を合法的に経営している。しかし……過去は完全には消せない。今でも俺のことを恨んでいる元組員もいる。命を狙われたのも一度や二度じゃない」

　ジオはグッと拳を握る。

　彼の大きな手の甲に、太い血管が浮かぶ。なにもかもが男らしいひとだった。

　六年前と同じ……。

　でも、六年の月日を経てふたりは変わった。成長した部分もあれば、汚れてしまった部分もあるだろう。

　六年前の芹香は、ジオがマフィアの総統の息子だと聞いたら、どうしただろう。逃げただろうか？　そうかもしれない。あの頃の芹香はまだ若くて、今より臆病だった。

　だとしたら……たとえジオが芹香を捨てなくても、結果は同じ、別れだったのだろう。そういう意味では、ジオのしたことは芹香を罪悪感から守ってくれた。

　そして……。

「ひとつ、教えてください。あなたはガブリエルになにを頼んだの？」

　ジオはそっぽを向いたままだったから、表情の機微は読めない。でも薄い自嘲の笑みが唇の端に浮かぶのがわかった。

「……アジア女を呼べと言っただけだ。時々、小柄な黒髪を抱きたくなる。六年前、君と遊んだのも同じ理由だ」

「嘘つき。さっきは『もう何年も前に別れたきりの女』を欲したって、言ったわ。触れていい相手ではなかった、って。わたしのことでしょう？」

　芹香は挑発した。

　ジオは芹香に振り向き、険しい眼差しで彼女を睨む。

「……自惚れだな。俺が、君と別れてから、一切他の女と付き合ってこなかったとでも？」

　ひるみそうになる心を叱咤して、芹香はまっすぐにジョヴァンニ・ヴィゼンティーニを見つめた。

　吸い込まれそうな緑の瞳。

　たとえ今すぐ日本へ帰ることになっても、芹香はきっとこの瞳を忘れられない。今まで六年間、ずっと忘れられなかったのと同じように。

「じゃあ、ガブリエルがわたしのところに来たのが、ちょうどぴったり、あなたと出会った記念日だったのは……ただの偶然なの？」

　これは賭けだった。

　負けるかもしれない、賭け。

　彼の言う通り、芹香は自惚れているだけかもしれない。

　でもジオは、六年前の別れは、芹香を守りたかっただけだと言ってくれた。ふたりが出会った記念日に、芹香のことを恋しいと思って、似た女を呼べと部下に命令した……そして、結局、相手が本物の芹香だとわかるまでは、抱こうとしなかった。

　そのいくつかの事実に、希望を見出してもいいような気がした。

　黙っていると六年分の寂しさがどっと溢れてきて、これからまた先、六年も、六十年も、ジオを忘れられないまま生きていく人生を想像すると息苦しくなった。

　耐えられない。

「セリカ……なにが言いたいんだ？」

　ジオの息も、まるで全速力で走ったあとのように上がっている。

「わたしたち、その……やり直せないの……？」

　精一杯の勇気を出して、蚊の鳴くような声でささやく。

　ジオは深い感情がこもった表情で芹香を見つめた。その感情にどんな名がつくのかは、漠然としている。怒りとも、悲しみとも、愛しさともとれた。

　でも、芹香のことをどうでもいいと思っている男の目ではなかった。

「……俺を狙っている連中はまだいる。特に、合法化にあたってファミリーを追い出した連中は、俺を痛めつける方法をこざかしく狙っている。こいつらは敵だったファミリーの連中より厄介だ。一度は仲間だったからな……少なくとも、父の」

「ガブリエルは……」

「ガブリエルは父方の従兄弟だ。父の姉の息子で、子供の頃から将来は俺の……未来のドンの右腕になるよう育てられていた。俺より年上だが、妙に丁寧な言葉使いをするのはそのせいだ」

「彼は、わたしたちの味方になってくれるでしょう？」

　ジオは鼻を鳴らして皮肉な笑みを浮かべる

「味方どころか、君が靴を磨けと命令すれば喜んで磨くだろう。君をここに連れてきたのも奴の独断で、パスポートがどうのこうのというのも……おそらく最初から仕組んでいたんだろうからな」

「じゃあ、ジオ……。わたしもちゃんと気をつければ、きっとなんとかなるわ。ガブリエルも助けてくれて……」

「だめだ」

　ジオはきっぱりと断定した。

「君は俺に幻想を抱いているだけだ。六年前の俺は、本当の俺じゃない。ファミリーから遠く離れた外国で、俺の素性をまったく知らない女が相手だったから、普通の男のように優しく振る舞えただけだ。本来の俺は……野獣となにも変わらない。マフィアなど社会の屑なんだ」

「でもあなたは、そのマフィアを合法化するために頑張ったんでしょう？　想像しかできないけど、きっとすごい努力をしたはずで……」

「買い被るなよ、セリカ。俺が足を洗ったのは、古臭いマフィア界には将来がないと踏んだからで、正義感に駆られたからじゃない。このペントハウスを見ればわかる通り、金儲けの手段として選んだ道だっただけだ」

「…………」

「セックスだってそうだ。俺はいつまでもあんなままごとみたいなヴァニラな抱き方じゃ我慢できない」

　ヴァニラ？

　意味がわからずパチパチと瞳をまたたいていると、ジオがゆっくりと距離を縮めてくる。長い足を優雅に進める動作は、まるで虎やヒョウが静かに獲物に近づくような迫力だった。

「普通の甘いセックスのことだよ……可愛い、聖なるセリカ。手と口で軽く前戯して、モノを挿れて腰を振ったら、さあ終わり」

　気がつくと、ふたりの距離は一メートル以下になっている。

　ジオの長い手が伸びてきて、芹香の髪を一房すくいとった。それだけなのに芹香の肌は火照って、体の奥にじんわりと、彼のものを迎えた記憶が蘇る。

　ままごとだなんて。あれだけ激しく、背徳的だったのに……。

「そ……れ以上のことなんて、あるの？」

「もちろんだよ」

　喉の奥を鳴らすように短く笑い、ジオは耽美で悪魔的な微笑みを浮かべた。

「俺が本当に欲望を解放したら、君などすぐに抱き潰してしまう。縛ったり、道具を使ったり、人前でやったり……めちゃくちゃにしてしまうだろう」

「…………」

「だから逃げろ、セリカ。俺から逃げるんだ。六年前のことは……お遊びだったんだ」

　芹香は、震えそうになる手をぎゅっと握った。

　もし、ジオの表情や声が冷淡だったら、芹香は怖じ気づいて彼の言う通りに逃げ出したかもしれない。

　でも、『逃げろ』と命令する彼の顔はひどく切なかった。『お遊びだった』と告げる彼の声はかすれていた。

　熱く渇望したの瞳に見つめられ、その緑色の深さに、芹香は溺れる。六年前と同じだった。でも芹香はあの頃より大人になった。強くなった。

　芹香はそっとジオの腕に触れると、ささやいた。

「逃げないって、言ったら？」

　ジオの手に力が入り、グッと腕を引っ張られた。体がよろけて、芹香は彼の大きな胸に引き寄せられる。すぐにジオの体臭が鼻腔に入り込んで、汗の匂いがした……。

　芹香を抱いた時の、汗の匂いが。

「君は愚かだ。俺の周りを狙っている連中はまだいる。君は俺に食い尽くされる上に、命まで狙われるんだ……君は、俺という野獣に、耐えられない」

　つぶやきながら、ジオは片腕できつく芹香を抱きしめた。もう一方の腕は芹香の髪をいじり続ける。

　体の芯がキュンとうずいた。

　この腕に永遠に抱かれていたいと願った。

「じゃあ、試してみて」

　ささめくような芹香の言葉を、ジオは強烈な口づけでふさいだ。一気に唇をこじ開けられ、なぶるような動きの舌に口内を蹂躙される。

「は……っ、はぅ……ん。あ……」

「そうだな……試してみようか、セリカ。本当に君が耐えられるかどうか……」







第三章　淫らに揺れて








　下の階にあった寝室も、普通の日本人である芹香にとっては十分な豪華さだったが、このペントハウスにあるマスターベッドルームはその比ではなかった。

　まず広さが違う。

　天井もずっと高くて、近代的なデザイナーものの照明と、気品あふれるアンティークの家具が、まるでインテリア雑誌から抜け出してきたみたいに配置されている。

「入りなさい、セリカ」

　背後に立つジオにそううながされて、芹香は肩越しに彼を振り返って不安げに見つめた。

「怖いか？　そう……当然の反応だ。逃げるなら今だ」

　すぐに挑発だと気がついて、芹香はキッとジオをにらむとマスターベッドルームに視線を戻し、自ら室内に足を踏み入れた。

　素足だったので、贅沢な絨毯の柔らかさが足の裏をくすぐる。ジオは革靴を履いていた。

　どちらがより無防備かは、明らかだ。

　俗にいうキングサイズよりもさらに大きいのではないかと思えるベッドに到達した芹香は、くるりと後ろを振り向いた。

　燃えるような瞳を揺らしたジオが、芹香の一挙一動を見つめながら、腕を胸の前で組んでいる。

「逃げません。さ……さあ、どうやってわたしを……試すの？」

「考えているところだ。鞭はどうかな？　君の尻に赤い線を何本も走らせるのは楽しそうだ」

「む……、むち？」

　芹香は息を呑んで硬直した。顔から血の気が引くのが、自分でもわかる。

　ジオは声を押し殺して笑った。

「なかなか可愛い反応だ……が、残念ながら、俺にはそっちの方の趣味はないから安心していい。即物的なものよりも、もっと精神的に支配するのが好きでね」

「じゃあ……」

「脱ぎなさい、セリカ」

　有無を言わせない強い口調で、ジオは命令を下す。

　ジオは確かに、マフィアの世界を生き抜いてきた男の目をしていた。見つめられると逆らえない。

「は……い」

　芹香が着ているのは、ジオから借りたＴシャツとショートパンツにすぎない。下着さえ着けていないから、どんなにゆっくり脱いでも、芹香はすぐに一糸纏わぬ姿になっていた。

　その間にジオは静かに近づいてきて、まるでありがたいものを尊っとむような表情で、じっくりと芹香の裸体を眺め回す。

　そして、おもむろに腕を伸ばし、芹香の乳首の先端をひとつギュッとねじった。

「ンぁっ！　ひ……ひぅ……ァ……ッ」

　そのままクリクリとねじ込まれる。全身にじわりと汗が滲んで、唇が震えた。

「俺はずっと我慢してきた。この感じやすい体が、俺の真の欲望に耐えられるはずがないと思って加減していた。もちろん今も、そうするべきだと思っている」

「ん……っ、はっ、はっ、く……ぅ……」

「しかし、君ができると言うなら……試してみよう。気絶するなよ」

「気絶なんて……したこと……ん……っ」

　腰を抱かれ、グッと引き寄せられると、下腹部に固く突起したものが押しつけられる。まるで心臓のように脈打つそれは、ズボンの布越しだというのに芹香を昂らせた。

　照明に照らされて、芹香の裸の素肌が青白く儚く浮かんだ。

　どんどん敏感になっていく。本来なら性感帯でないはずの場所さえ、ジオに触れられると切なくうずいた。

「……は……ぅっ」

　再び、無遠慮な荒々しい口づけで口をこじ開けられ、舌で口内を犯された。

　唾液がねっとりと絡み合い、芹香の唇を伝ってあごまで垂れる。無意識に両手でジオの頬を包むと、さらにきつく抱き寄せられた。お腹を突く雄の剣が、白い柔肌にめり込んで、痛いくらいだった。

　芹香は日本人女性としては平均より少し背が高く、１６２センチある。それでも、外国人の中でもかなり長身の部類に入るジオと向き合って唇を重ねると、芹香は爪先立ちになるし、ジオは背をかがめなくてはならなかった。

「君の体は……どこもかしこも……柔らかい」

　ジオの両手が、芹香のそれぞれの乳房を下からすくい上げ、強く揉みしだきはじめた。

　甘い痛みに芹香は嬌声を漏らし、刺激から逃れようと背を弓なりに反らす。固くなった乳首が前に突き出す。そこをジオの口が捕らえた。

「あ……っ、あ……っ、そ、そこ……ぅ！」

　胸の先端の蕾をカリッと噛まれる。同時に舌で転がされて、敏感な真珠は翻弄された。

　それだけじゃない。ジオは咥えていない方の蕾を指で同様に攻め立てる。唾液で濡れた乳首が埋没するほど深く、強く、人差し指で押し込んだ。そして指を小刻みに揺らす。

「んぁっ、ひう……、だ……、だ……め」

　涙目で懇願するも、ジオの乳首への愛撫は獰猛さを増していくばかりだった。赤くなってしまうのではないかと思うほど執拗に弄り続けられて、芹香は水から出された魚のようにはくはくとあえいだ。

「まだはじまってもいないのに、そんな体たらくでは……壊れてしまうよ」

　そして、耳の入り口をねっとりと舐め上げられる。

　びくりと背筋が跳ねた。

「感じやすい体だ」

　確かに、まだ数分しか経っていないのに、芹香はすでに溶かされ切っている。太ももの間にねっとりとした粘液がだらしなく滴っている。でも『まだはじまってもいない』……。

「決めた……。君を縛ろう」

「え……？」

「蝶の標本のように。両手を広げて、股を大きく開かせて、このベッドに縛りつけて動けないようにするんだ。俺はそのあわれで無抵抗な体を、あらゆる方法で味わい尽くす……」

「そ、それは……。ジオ……」

　彼の説明を聞いただけで、肌がじっとりと汗ばんだ。

　胸の頂は普段のピンクから燃えるような紅に変わり、秘部はすでにきたるべき官能の準備にしっとりと濡れている。芹香の体はすでにジオに屠られるためにあった。

　しかしジオは、この期に及んでもまだ

「止めようか。逃げるかい？」

　と聞いてきた。

　──これだ、と芹香は思った。

　この隠れた優しさに、芹香はどうしようもなく惹かれる。一度芹香の承認を取ってしまえば、ジオは凶暴なまでの捕食者……侵略者になれる。でもその前に必ず芹香の意思を尊重してくれた。芹香はその度に、ジオにすべてを捧げることに合意してきた。

　それだけだ。

　今も。

「い……いいえ……縛って……。それが、あなたの希望なら。それで、わたしのことを認めてくれるなら」

　緑の瞳が揺れ、視線だけで芹香を犯すようにねめつける。

「君は本当に……本物なのかな。それとも俺はまだ夢を見ているだけなのかな」

「でも……早くして。決心が鈍る……前に」

「ピルは、服用しているかい？」

　ジオの唐突な質問に、芹香は少し驚いた。

　すでに下の階で抱かれてしまった後だ。しかし、あの時はお互い確認どころではなく衝動的に体を重ねてしまっていたし、コンドームも使っていた。

「大丈夫……。飲んでます」

　芹香は小さくうなずいた。

　芹香がピルを飲みはじめたのは、六年前、ジオに指摘されたのも一因だった。外国では多くの年頃の女性が服用している、と。それはまったく普通のことで、避妊で体を守るだけでなく、生理の辛さを軽減するためのものだ……と。

　最初は少し抵抗があったが、ジオと別れたあと、傷心からかしばらく生理が不定期に陥った芹香は……思い切って婦人科を受診してみた。そこで処方されて、長らく悩んでいた月経痛が改善されて以来、ずっと服用している。

　しかしジオの表情は暗く曇った。

「確かに……アメリカでは普通のことだ。でも……君は？」

「え？」

「六年前、君はピルを飲んでいなかった。恋人もいないのにピルを飲む女性は日本ではまだ珍しいと言って。……それが、なぜ？　なにが変わったんだ？」

「そ、それは……」

「言うな──聞きたくない」

　取りつく島もないようなピシャリとした口調で告げると、ジオは芹香を小さな人形かなにかのように軽々と持ち上げ、ベッドの上に放り投げた。

　マットレスは固めだったがよく弾み、柔らかいシルクのシーツが芹香を迎える。

「あ……」

　まるで怒ったような顔をしたジオが、すぐに芹香に覆いかぶさってきた。

　口づけで唇を塞がれ、びくりと躍動する陰茎に下腹部を突かれて、芹香はあえぐ。ベッドはふたりの、まるで戦いのような動きを受けてたわんだ。

「もし他の男がいたとしても……名前も思い出せないようにしてやる」

「ふ……っ、んぁ、ァッ！」

　ジオの雄茎はまだ中に入っていないのに、下腹部を圧迫する動きだけで芹香の体の奥を熱くした。今、これに貫かれたら、正気を保てる気がしない。

　キスはどんどん激しくなり、芹香の頭はぼぅっとしてきた。酸欠かもしれない。呼吸する隙さえ与えないくらいに、ジオは執拗に芹香の唇をむさぼった。

　芹香がキスに溶かされて力を失いはじめると、ジオはやっと上半身を起こした。

「ジオ……」

　祈るように、彼の名をささやく。

　ジオは一瞬だけ、芹香に同情するような切ない眼差しを向けた。

　しかし、それは本当に一瞬だけで、すぐに、マフィアのドンの息子だった男の残忍な冷笑がとって代わる。芹香は切なく身を震わせた。

　歯車は回りはじめてしまったのだ。

　

「あぅ……っ、あぁん……ひ……っ、も、もぅ……だ、めぇ……」

　大きなベッドはギシギシと軋み、芹香の裸体をキャンバスに描かれた芸術のようにひけらかす。

　ジオに宣言された通り、芹香は両手足を大の字に開かされ、手首と足首をそれぞれベッドの四つの端に繋がれていた。

　縄で。

　動けないように、きつく。

　無防備などという言葉では表せないくらい、芹香はジオの前で無力だった。裸になったジオは雄々しく猛った肉棒で芹香の中を満たし、押し広げ、ひたすらに揺さぶった。

「君の肖像画を……覚えて……いるかい……？」

　激しい抽送の合間に、ジオのかすれた声が耳をくすぐる。

　もちろん覚えている。

　でも、それを言葉で答えられる余裕が芹香にはなかった。芹香はあえぎ、最奥まで突かれる切ない快感に身悶えながら、はじめて出逢った晩をうっすらと思い出した。

「君は美しかった……」

　ズン、とよりいっそう強く突かれ、芹香はのけぞる。動けないせいで、芹香はすべてを受け入れなければならなかった。

　彼の愛撫を。肉棒を。激情を。すべてを。

「ふ……っ、ぁ……ジオ……ま……って」

「セリカ、悪いが……俺は待てない……。くそ……待てる、はずが……ない」

「んぁっ！　い、いっちゃ……ぅっ」

　限界が近づき、芹香の膣道がギュッと締まる。ジオはくぐもったうなり声を漏らし、わずかに腰の動きを鈍らせた。

「肖像画の……君を見た瞬間から……ずっと、こうする夢を見ていた……」

「ひ……ぅ、ジ……オ」

「その黒い瞳に……俺を映したかった……。その唇を奪って……あられもない声で鳴かせて……豊かな下の毛を掻きわけて指で犯し……」

　一度鈍った動きは、すぐにペースを取り戻し、今や残忍なくらいの速さにとって変わっていた。もう我慢できない。激しすぎる躍動から逃げ出したくても、手足首を捕らえる枷がそれを許してくれない。

　異物が侵入できる最も奥まで突かれ続けて、芹香はついに達した。

　痙攣して収縮する蜜肉が、ジオの雄芯を締め上げる。

「くそ……なんて、キツい……」

　ジオもまた絶頂を迎えた。

　芹香の奥に、ジオの欲望の発露が白濁となって注ぎ込まれる。ジオはコンドームを使ってくれていたが、それでも生々しく精液の流れを感じた。普通、射精というのはこんなに長いものなのだろうか……そう問いたくなるくらい、ジオの陰茎の先端はいつまでも芹香に精子を注いでいだ。

「ん……ふ、ぁ……」

「セリカ……」

　ジオはしばらく芹香に覆いかぶさったままで動かなかった。ただ避妊具が被さったままの陰茎だけが貪欲にビクビクと震えたが、それもやがて力を失い、元の形に戻っていく。

　芹香の陰唇からトロトロと愛蜜が漏れ伝い、彼の白濁の匂いと混ざって甘ったるい香気を放った。

　──これは現実なのだろうか？

　芹香はここで、六年間忘れようとしていた男性に、再び抱かれた。

　パスポートもなしに連れ去られて、放り込まれたマンハッタンの高級ペントハウスで。彼が実はマフィアだったと告白された後に。手足を大の字に縛られて。

「し……信じられない……。こんな」

　芹香がつぶやくと、ジオは少しだけ顔を上げて、セックス後独特の疲れと満足の混じった、艶っぽい表情で彼女を見下ろす。

「ところが……信じてもらわなくてはならないようだ。これが夢であるはずがない」

　ジオは体を起こすと、使命を終えた彼のものをズルリと芹香の韻部から引き抜いた。喪失感に芹香は身震いする。この瞬間だけは、何度体を重ねても、慣れる気がしない。

　ジオはじっと芹香の裸体に見入った。

　きっとあられもない姿だろう。汗だくだし、執拗に愛撫された乳房は火照っているし、激しいキスのせいで唇は赤く膨れている。

　でもジオの視線は、まるで神聖で無垢なものを目にしているような恍惚があった。

「そんなに、見ないで……。きっと汚いから」

「汚い？」

　ジオの眉間に深い皺が寄る。

「だって汗だらけだし……こんな、恥ずかしい格好で……」

「君を縛りつけたのは俺だ。君が汗にまみれているのは、俺に抱かれたからだ。すべて俺が望んでやったことだ。君はそれを受け入れてくれた。それを汚いと思う？」

　ジオはピンと芹香の胸の先端の蕾を指で弾いた。

「くぅ……っ」

「君はまだ俺のことをなにもわかっていない」

「あ……ぁん……、や……。終わったばっかり、なのに……また……？」

「まだはじまったばかりだよ、セリカ。俺はこれから君の中に、俺たちの六年分の空白を埋める。別の男の跡をすべて消して、それから君の未来さえ支配していく……」

　男らしい大きな手の長い指が、芹香の乳房の根元をなぞり、線を描くように肌をくすぐる。ピクピクと震えながら、芹香は潤んだ目でジオの瞳をのぞき込んだ。

「その『別の男』は誤解です……」

　芹香の告白に、ジオの表情が固まった。

「本当に？」

「本当です。ピルは……んっ……あなたが六年前に勧めたからで……あんっ……生理がすごく楽になったから……それまで、ア、ひどかったの……ン！」

　険しくて暗かったジオの顔つきが、見る間に穏やかになっていく。芹香の肌をいたずらする手つきも、罰を与えるように焦らすものから、ご褒美を与えるような優しい動きに変化していく。

　ジオはしばらく芹香を見つめながら静かに思考して、

「そうか……」

　とだけ、ポツリとつぶやいた。

　しばらくすると、ジオは立ち上がり、芹香の手足首を拘束していた縄を解いてくれた。よく考えればこんなものが自宅にあるなんて、薄ら寒い話だ。しかもここはアメリカだから、銃や拳銃なども普通に所持していたりするのかもしれない。

　自由になった芹香の肩に、ジオは彼のシャツを掛けてくれた。

「そろそろ眠るといい。ピルについては……俺は必ず避妊具を使うから、強制ではない。でも君が続けたいなら、明日新しく用意しよう。ガブリエルがすでに用意してなければ、な」

　──つまり、ジオはまだ芹香を抱き続ける意志があるということで。

「いつまで……？」

「ん？」

「あなたは、わたしとよりを戻したくないんでしょう？　わたしは日本へ帰るべきだって言ったわ。もちろん六年前だって……恋人なんて言える間柄じゃなかったかもしれないけど……」

　自分の言葉にチクリと胸が痛んで、芹香は声を落とした。

「これはパスポートが用意できるまでの……お遊び？」

　ベッドの上に座り込みながら、問いつめるように質問を重ねる。

　ジオは数秒押し黙って、ゆっくりとベッドから下りた。芹香に背を向けたまま、力なく天井を仰ぎ見る。

　急に彼の肩がしぼんでしまったように感じた。

「まず第一に、六年前、どんなに期間は短くても俺たちは恋人同士だった。少なくとも俺はずっとそう感じていた。第二に、よりを戻したくないと言った覚えはない。よりを戻すことは『できない』と言っただけだ」

　芹香はキュッと唇を噛んだ。

「……あなたがマフィアだったから？」

「俺を狙っている連中がまだいるからだ。ほとんど消したとはいえ、まだ執念深い連中が残っている……。君の存在を知ったら真っ先に狙ってくるような卑怯な男が」

「……そんな……」

　ジオの胸中を思って、芹香の胸は痛んだ。

　ジオのいない未来を想像して、芹香の目尻はツンとした痛みを訴えた。

　彼の大きな背中と広い肩幅の上に乗った、責任や過去、苦悶や苦労を軽くしてあげたいと……母性本能が叫んでいる。結局、これが愛とか恋とかいうものかもしれない。

　危険だとわかっていても、溺れずにはいられない荒波の海。

「でも、二週間は……ここにいていいんですよね？」

　二週間。

　六年前と同じだ。

　できるなら今度は、こんな短い期間だけの逢瀬ではなく、本当の関係にしたかった。

　でもジオの背負っているものは大きくて、危険で、ただヒステリーに泣き散らかしてみじめったらしく哀願したくはない。芹香自身、ジオの言う『本当の彼』にどれだけついていけるかも、見極めなければいけなかった。

　でも。

　それでも。

「どこか他に行きたいなら、場所を用意しよう。下の階の部屋でもいい」

「いいえ。できるなら……ここにいたいです。あなたのところに」

「ここにいるなら……俺は君を抱く。朝も夜もない。道徳もなければ約束もできない。あるのはただ俺の欲望だけだ。それでも？」

　振り向いたジオに、感極まったような熱い瞳を向けられる。はじめて画廊で彼に見つめられた時に似た痺れが全身を駆け巡って、芹香はごくりと喉を鳴らした。

　──少なくとも彼は、『愛もない』とは言わなかった。

「あなたの欲望だけじゃないわ。そこには……わたしの欲望もあることを忘れないで」

　芹香はささやいた。








第四章　艶やかに恋して








　マンハッタン──四日後。

　この数日間、芹香とジオは毎日体を重ねた。

　昼も、夜も。

　ベッドで。ソファの上で。ジャワールームで。

　発情期の動物のように貪欲にひたすら求め合うこともあれば、まるで詩を紡ぐように繊細に注意深く愛されることもあった。体ひとつのこともあれば、見たこともないような大人のおもちゃを使われることもあった。

　官能は深く、ジオの欲望は果てなく、芹香は数えきれない絶頂を迎える恍惚の日々に溺れた。二十四時間、ずっと。

　しかしジオも大人の社会人だ。

　それも会社を経営していて、マンハッタンにオフィスを構えている。いつまでも芹香ばかりにかまけているわけにはいかない。再会してから三日後の夜、ジオは明日からオフィスに出なければならないと告げた。

「そう……」

　芹香がシュンとすると、ジオはなにかを思いついたように唇の端を上げた。

「一緒に来るかい？」

「い、いいの？」

「俺の会社なんだから構わないさ。もちろん大人しくいい子にしていてもらうが……それができるなら」

　この時、ジオの緑の瞳に浮かんだいたずらな光を、芹香は見逃してしまっていた。喜んで連れて行ってもらうことになったのだが……そこには小さな裏があった。

　

　ヴィゼンティーニ・インベストメント・コーポレーションのオフィスは、ジオのペントハウスから数ブロック先のビジネス街にあった。

　ガラス張りのエントランスを通り抜けるとカウンターがあり、そこでパソコンの画面と睨めっこしていた受付は、若い男性だった。

「ミスター・ヴィゼンティーニ、おはようございます！　よかった。遅いから心配したんですよ。九時からのミスター・リンがすでに応接室でお待ちです……と、あれ？」

　受付の男性は、ジオの隣にいる芹香に気づくと首を傾げた。芹香は確かにガブリエルが用意した高級なアンサンブルを着用していたけれど、きっと場違いなのは否めないはずだ。

　ジオの手が、芹香の背中の後ろ……腰の低い位置にそっと添えられる。過保護な仕草に思えて、芹香の胸はトクンと鳴った。同時に身体中に緊張が走る。

「彼女はミス・ナガサキ。昔の友人だが……今日は俺の雑事を手伝ってくれることになっている。リンとのミーティングにも彼女を同伴させるつもりだ」

「ああ、そういえば」

　受付の男性は、なにか閃いたように大袈裟に目を見開いた。

「ガブリエルが言ってましたね。もしかしたらジオがそのうち綺麗で可愛い日本人女性を連れてくるかもしれないって。了解しました。同じアジア人だし、ミスター・リンも喜ぶかもしれませんね」

「そうかもしれないな」

　と、ジオはそっけなく返した。

　またしてもガブリエル。まったく、そつがなくて手回しの早い男だ。

　芹香は受付の男性と簡単な挨拶を済ませ、ジオに案内されてオフィスの中に足を踏み入れる。

（わぁ……）

　近代的な、いわゆるミニマリズムの内装だが、所々に古い絵画や彫刻が置かれていて、斬新さの中にも伝統を感じさせる重厚な雰囲気があった。

　ペントハウスも同様の雰囲気があったから、これはジオの好みなのかもしれない。確かに、新と旧の絶妙な融合はジオそのものだった。

　オフィスにひとは多くない。

　オープンエリアにいるのはほんの数人だけで、ほとんどの社員は扉つきのパーテーションで仕切られた小部屋風の個人スペースで仕事をしているようだった。

　とはいえ、もちろん、ジオの社長室は小部屋などではなく、日本で借りている芹香のアパートの部屋がまるっと入ってしまいそうな広さだった。

「入って」

　そっと耳元にささやかれて、芹香はピクンと背筋を伸ばす。

　緊張しない方がおかしい。

　だって、芹香の体には……。

「こ……ここで……？」

「いや、お楽しみはもう少し先だ」

　ふたりはジオの社長室に入って、扉を閉めた。かちりと空間が密閉するのを感じたのは、ここが防音になっているからだろう。

　ジオの手がなまめかしく芹香の背中を這い、そのままグッと強く抱き寄せられる。キスができるくらいの至近距離で、ジオは深い吐息と共に告げた。

「ここでは君を抱くのはまた後でだ。君にはまず、シンガポールからの客の前で、粗相をしないようにしてもらわないと……」

「あ……」

「止めるかい？　止めてもいいよ。君はここでミーティングが終わるのを待っていればいい。時々、遊ばせてもらうかもしれないが」

　遊び。

　大人の、禁断の、みだらでいけない遊び。

　芹香の体はそのための準備を完璧にされている。ジオの意思と指先ひとつの動きで、芹香はいかようにも翻弄される。そう仕掛けられているのだ。

「ど、どうして……こんなことを……するの？　これも、わたしを試す一環なの？」

「それについては、今朝すでに話し合ったはずだ」

「そうだけど……」

　ジオは、これが本当の彼の姿だと言った。芹香は、六年前の王子様ではなく、現実の元マフィアな彼を受け入れなければならない、と。

　本当の彼は、こんな不道徳で、敗退的な男なのだと。

　──それでもいいのか、と。

　これは彼なりの優しさなのかもしれない、と……芹香はこっそり思う。ジオから芹香を振れば、芹香はいつまでも未練と傷心を引きずるかもしれない。でも振るのが芹香の方なら、すぐに次の恋に進めるだろう、と……。

「逃げも隠れもしないから。い……行きましょう」

　ジオは無言で小さくうなずいた。

　また芹香の背中に彼の手が置かれ、這うようになでると、退室をうながすように前へ押す。

「この部屋をよく覚えておくといい。リンとのミーティングが終わったら……そこのデスクで……あの向かいの壁で……そのチェアの上で……君を味わい尽くす」

　ジオがつぶやく宣言に、芹香は切なく身を震わせた。

　体のあちこちに感じる冷たいシリコンやプラスチックの肌触りに、ますます敏感になっていった。

　

　

　ミスター・リンはシンガポール出身、英国の大学を卒業したという国際的な四十代前半の男性で、ジオの隣に芹香を見ても驚くことなく、にこやかに微笑むだけだった。

「お久しぶりです、ジオ。そちらの美人はどなたかな？」

「こちらはミス・セリカ・ナガサキ。日本から来た通訳なのだが、ゆくゆくは秘書業務も頼もうと思っているんだ。今日は俺のアシスタントについてもらっている。彼女が同席しても構わないだろうか」

「もちろん構いませんよ。お若いのにご立派だ」

　アジア人の精悍さと英国のマナーを併せ持ったリンは、紳士で魅力的な人物だった。

（そんな……。目も見えないくらいお爺さんだったら、気づかれずにすんだかもしれないのに……！）

　すべては後の祭り。

　ジオとリンは応接室のソファーに向かい合って座り、芹香はジオのすぐ隣に着席させられた。社交辞令の、いわゆるスモール・トークがしばらく続いて、その間に本当の秘書がお茶とコーヒーを運んでくる。

　芹香の鼓動はどんどん急いていった。

（いつ……はじまるんだろう……）

　そして会話が本題に入り、ふたりの議論が濃いものになっていくと、芹香は拍子抜けしていった。もしかしたらジオはビジネス談義に熱中しすぎて、芹香の存在を忘れているんじゃないかとさえ思いはじめていた。

　そんな時だ──

「……っ……！」

　膣道の入り口に挿入されていた小さなローターが、細やかな振動をはじめた。

　わずかな揺れ……。焦らすような、途切れ途切れの、でも確実に芹香の女を呼び覚ます、蜜肉への刺激。

（あ……っ、ん……だ、だめ……っ。声、でちゃ……う）

　ビー、ビー、と絶妙な間隔を挟んで振動が続く。

　芹香の役目はジオの隣で時々メモを取るだけだったが、すぐにそれさえ集中できなくなった。

（ふ……、んぅっ）

　ジオは知っているはずだ──コントローラーを握っているのは彼なのだから──でも、まるで我関せずの涼しい顔で、リンと会話を続けている。

「……年度の決算次第では……と、ミス・ナガサキ？　どうしました？　少し顔色が冴えないようですが」

　芹香の変化に気づいたリンが首を傾げる。隣のジオは、澄ました視線を投げかけてくるだけだった。

　こめかみにうっすらと汗が浮く。

「だ、大丈夫です……。初日なので、緊張してしまって……」

「いつもの定期ミーティングですから、そんなに肩を張らないでいいんですよ。ねえ、ジオ？」

「そうだな。セリカ、気分が優れないなら休みに入るかい？」

　ジオはごく冷静を装っている。

　でも、瞳の緑が濃くなって、茶色っぽい影が差しているのが見えた。六年前の逢瀬と、この数日で、芹香はこれがジオの興奮と関係していることを学んでいる。

「いいえ、ほ、本当に……大丈夫です」

　なんとか微笑むと、リンはすぐ仕事の話に戻った。リンは、ジオがアジアで展開している不動産や株式投資の現地管理を任されているらしく、中には日本に関係するものも含まれていた。リンがすんなり芹香の存在を受け入れたのも、そのせいかもしれない。

　でも……そんなことは……今の芹香には、深く考える余裕はなかったけれど……。

（あぅ……っ！　やっ、急に、つよく……ぅ）

　小型の、まるで親指くらいの大人のおもちゃだ。今朝、ジオの手により挿入されたそれは、想像以上の刺激を芹香の膣の入り口にもたらす。

　奥を突かれるのとは違う、浅く、もどかしくて切ない官能……。

（ひぁ！　な、なに……が……、ア！）

　ジオがポケットを探るフリをした数秒後、芹香は次なる責めを受けた。クリトリスにピタリとセットされていたおもちゃが、吸いつくように動きはじめる。

　二枚の花弁にひっそりと隠されていた蕾が、暴かれる。ひとの手にはできない巧妙な動きで、執拗な愛撫を加えてくる、それ。芹香は翻弄された。

「……ぅ……っ」

　助けを求めるようにジオを見ると、彼はリンとのやりとりの合間にチラリと芹香に目を向けた。そして薄く微笑んで見せる。

（……！　楽しんでる……！）

　勝利の微笑みだった。

　まるで、これ以上は無理だろう、早く降参して社長室に戻りなさいと、声に出して言われているような気がした。思わずカッとなって、反抗的な目でジオをにらみつける。

　ジオの笑みは深まるばかりだった。

　悔しいのに、彼に向けられた微笑みはなによりも魅力的で、芹香はどうしてもときめいてしまう。

　負けだ。完敗。でも、だからといってここで社長室にひとり戻って、メソメソ泣いているような女にはなりたくなかった。

（できるんだから……！）

　芹香の声なき挑戦を受けたジオは、またなに食わぬ顔でリンに向き直り、スマフォを確認する演技の裏でコントローラーを操作した。

　芹香は目を見開いた。

（これは……ぁ……あぁ──……）

　一瞬、なにが起こったのかわからなかった。クリトリスと膣道にあてがわれたローターが動きを変える。いままでの焦らすような小刻みな振動が止み、まるで暴れるような乱暴な動作をはじめる。

　与えられる刺激は段違いだった。

　我慢できる種類の誘惑ではない……。芹香の正気を試すような、激しい淫行。逃れられない悦び。でも否定しなければいけない禁断の……。

（はぅ……っ！）

　芹香は手にしていたペンを取り落とした。スイス製のブラックとメタルの洗練されたボールペンが、芹香の足元に落ち床を転がった。

「あ、ご……ごめんなさい……っ」

　と謝り、すぐに屈んでペンを拾おうとするものの……そう上手くはいかない。乳房の先につけられていた吸盤のようなものが、容赦なく芹香の乳首に吸いつきはじめたのだ。

（んぁ……あぁ……んっ、こんな、こんなの……だれもいなくて、も、無理……なのに……っ）

　肌が火照る。

　体の芯が燃えるように熱くなる。

　芹香はすぐ限界まで追いつめられて、ビクンとどうすることもできない震えを起こして、最初の絶頂を迎えた。

「ぁ……う……」

　ソファーの上で身を屈めて、肩を震わせる。耳鳴りがして、リンの「ミス・ナガサキ？」という声がいやに遠く聞こえた。

「本当に大丈夫ですか？」

「は……はい……。実はちょっと、貧血気味で……」

　芹香にとって幸いだったのは、絶頂を迎えてすぐ、ジオがすべてのおもちゃの動きを止めてくれたことだった。なんとか手を伸ばしてペンを拾い上げ、心配顔のリンを直視できずに、ジオに目を向ける。

　ジョヴァンニ・ヴィゼンティーニは永崎芹香を褒め称えるように、目を細めて微笑んでいた。

（……ひどい……っ）

　ゴホンというリンの乾いた咳払いが応接室に響いた。

「では……今回はこのくらいまでにしておきましょうか。もっと細かい数字は、メールで再度送りますから。水曜日まではニューヨークにいるので、時間があったら夜にでも一緒に呑みましょう」

　リンはコーヒーテーブルの上に広げていた数枚の書類を整理しながら、ジオと芹香を交互に観察して、茶目っ気たっぷりにウインクして言い加えた。

「とはいえ、そんな暇はなさそうだな。ご両人、どうか仲良くやってください」

「……！」

　まさか、バレていたのだろうか？　いや、多分、ふたりの仲を勘繰られただけで、芹香の服の下でなにが起こっていたかまでは知られていない……はずだ。

　リンが立ち上がって握手を求めてきたので、ジオも芹香も起立した。リンはまずジオと握手を交わし、挨拶をしたあと、小麦色で力強い手を芹香に差し出した。

「あなたとはまた会える気がしますよ、ミス・ナガサキ。あなたのアメリカ滞在が実り多きものであるよう、お祈りいたします」

「ありがとうございます……ミスター・リン」

　凛々しく堂々としたリンは魅力的な男性だ。おまけにアジアの同郷でもある。芹香は親しみを感じて、柔らかく微笑みながら握手を返した。

　リンがにこやかに好相を崩す。

　その時だった──芹香の敏感な場所にあてがわれた数々のローターが、再び振動をはじめる。

「……ッ……ぁ、──！」

　芹香はすがるようにジオを見上げた。

　さっきまで柔らかかったジオの表情が、能面のように冷たく、感情の読めないものになっている。

　しかも、ゆっくりはじまったローターの振動は、またたくまに強まっていった。芹香を罰するように力強くうねる数々のおもちゃが、膣の軟肉を、敏感な蕾を、ピンと硬くなった乳首を玩弄する。

（あ、あ……！　つ、強すぎ……る……っ、だめ……っ！）

　他にどうすることもできなくて、芹香はリンの手を離すとよろりと体を傾け、ジオに寄りかかって彼のスーツの袖を引っ張った。歯を食いしばってみても、迫りくる快感から逃れることはできない。芹香は熱いため息を漏らし、顔を伏せた。

　おや、というようにリンが首を傾げる。

「仲のいいことだ。では、邪魔者は失礼しますよ」

　ジオは否定もしなければ、リンを引き止めることもしなかった。

　ブリーフケースの中に荷物を片付けたリンは、早々に応接室から出ていく。ふたりきりになると、ジオは飢えた野獣のような素早い動きで激しく芹香を抱き寄せた。

　グッと胸板に押しつけられ、芹香の胸の頂に仕掛けられた吸盤がさらに深く乳房にめり込んで、小刻みに振動する。

　芹香はピクピクとあられもなく痙攣した。

「あ……ぅ……、ジオ……た、たすけ……て……ぇ」

　口から唾液がこぼれそうになる。リンがいなくなった今、芹香はもう声を出した。出さないと、気が狂ってしまいそうだった。

　救いを求めてすがる芹香に、ジオは怒ったようなけぶった瞳を向ける。

「俺が嫉妬深い男だということを、覚えておいた方がいい」

「あぁ……ん、ジオ……」

「それなのに君は……この俺に助けを求めるんだな。六年前は君を捨て、今度は君を攫い、君のあちこちに玩具をつけていたぶっている……俺に」

「きゃう……っ！」

　芹香の尻の片丘を鷲掴みにしたかと思うと、ジオはぴったりとしたアンサンブルのスカートをたくし上げ、股の間に侵入した。そしてショーツ越しにクリトリスのおもちゃをグッと押しつける。

　脳天まで響くような刺激に、芹香はのけぞった。

　ジオの腕が背中を支えてくれていなかったら、立っていられなかっただろう。

「君は可愛い女だ……セリカ。苛めて、壊して、俺に溺れさせてしまいたくなる……」

「は……ぅ……」

「そんなに声を出してはだめだよ。応接室は防音じゃない。隣の俺のオフィスに入らないと。さあ、おいで」

「あ、あ……」

　背中を押される。

　この状態で、隣の社長室まで歩けということだろうか？

　距離にして数メートル。おまけに人影も少ないとはいえ、いつ誰が通るかもわからない廊下を？　ローターに苛められながら？

「そうだ……。頑張ってごらん、セリカ。これがリンに色目を使った君への罰だ」

「い、色目……なんて……」

　違う。

　色目云々は、きっとジオの口実にすぎない。ジオは、芹香の性的快感をコントロールするのが好きだった。翻弄される彼女を見て、一種の恍惚を覚える──ひとはそれを性癖と呼ぶのだろう。多分、誰にだってなにかある。ジオのそれが『コレ』だというだけで。

　芹香は震えながらうなずいた。

「社長……室に、入った、ら……許して……くれ、る？」

「許すどころか、君のすべてを……頭のてっぺんから爪先まで、愛し尽くし、称え尽くそう。滅茶苦茶に君を抱いて、それから、宮殿の姫のように君を甘やかしてあげる」

　ささやきながら、ジオはねっとりと舌を芹香の耳の外側に這わせた。

　鼓膜に熱い吐息がかかり、カリッと耳たぶを甘噛みされ、芹香は鳴いた。

　これは狂気だ。でも楽園だった。

　こんな淫らな快楽をふたりの人間が共有する……。芹香の知る道徳ではあってはならない世界。でも確実にここにあって、芹香は完全に溺れている。

　芹香は背中をジオの手に支えられながら、ゆっくりと歩き出した。

「……ぅぁ……、くぅ……んっ」

　足を一歩前に出す度に、蜜壺のローターがこすれて淫肉を翻弄する。とろとろと蜜が垂れて、パンティはすでに濡れそぼっていた。その蜜が花弁の間の真珠を濡らし、ローターの振動の刺激を倍増させる。

「いい子だ」

　ジオはそっと芹香を甘やかした。

　彼の声は、それだけで女体を愛撫するような色香がある。ローター。ジオの声。彼の嫉妬。あらゆるものに玩弄されて、芹香は狂おしく身悶えた。

　一歩。

　また、一歩。

　足を前に出すたびに、ローターがこすれて芹香の体の最も無防備な部分を強烈にいたぶる。クリトリスや胸への責めもやまない。

　応接室の扉にたどり着いた時、芹香はすでに二度目の限界に近かった。

　ドアノブに手を掛ける前に、背後にいるジオを振り返ると、彼はこくりとうなずいてドアを開けてくれた。

「あ……んっ」

「さあ、勇敢なお姫様。ご褒美はもうすぐですよ」

　ジオのような男性が紡ぐ、丁寧な口調はたまらなく色っぽかった。キュッと子宮の奥が締まって、全身が溶けてしまいそうになる。

　応接室から出たことで、芹香はまたしばらく声を我慢しなければならなかった。息を弾ませながら、心許ない足取りでフラフラと歩く芹香の横には、ジオがピタリと張りつくようにして目を光らせている。

　芹香のショーツはすでに溢れる愛蜜を吸い込みきれず、太ももまで粘液が伝っている。スカートから漏れ見えてしまうのも時間の問題だった。

　きっと二分にも満たない移動だったはずだ。

　でも芹香には永遠に感じられた。

　社長室の前にたどり着き、ジオの先導で入室して扉の鍵を閉めた時、芹香はもうどうすることもできずにそのまま倒れるところだった。そんな芹香の儚い肢体を、ジオの力強い腕が抱きとめる。

「あ……あぅ……ジオ……っ、く、狂っちゃう……。たすけ、て……」

　芹香はもがきながらアンサンブルの胸元をかきむしり、大人のおもちゃの呪いから解き放たれようと震える指でボタンをいじる。

　振動は止まらない。

　指は思うように動かない。

　ジオはそんな芹香を愛しむように抱きしめ、彼女の額にキスを落とした。

「よく頑張ったな。君は勇敢で、美しくて……可愛かった」

　そして、フッとすべての動きが止まった。芹香は荒くなった呼吸の合間に目をまたたき、強張っていた全身が緩んでいくのを感じた。

「ジオ……」

　体は疲れ切っていた。緊張感。慣れないローター。そのままぐったり気を失ってしまいたい自分と、おもちゃだけでは満たしきれなかった体の奥が、解放を求めてせめぎ合っている。

　彼に突かれたかった。

　奥を。芹香の一番深いところを。ぐちゃぐちゃに溶かして、いつものように、何度も何度も執拗に、芹香をいっぱいにして欲しかった。

「抱こうか……？　それとも、眠りたいかい？」

　ジオは聞いてくる。

　──自惚れるわけではないが、服の下で密かに苛められる芹香を見ながら、ジオは欲望をたぎらせていたはずだ。

　その証拠に、芹香の下腹部に当たる彼自身は痛いほどに固い。

　それでもやはり、彼は聞いてくれる。

「して」

　芹香はささやいていた。

「抱いて。壊れちゃうくらいまで、求めて……」

　ジオは優しく微笑んで、ふんわりと芹香を抱きしめた。そして額にキスをすると、ゆっくりとアンサンブルのボタンを外していった。上半身にボタンが一列並んでいるデザインで、芹香の胸元はすぐにはだけた。

　吸盤が取り外される。

　続いてスカートをたくし上げられ、ぐっしょりと濡れたショーツを脱がされる。小さな布切れはベシャっと水音を立てて床に落ちた。

「ぅん……あ……っ」

　指で掻き出すように膣内のローターを取り出される。しばらく体内にあったものを引っ張り出される奇妙な感覚に、芹香は体をこわばらせた。

　クリトリスを苛めていたものも取り外され、やっとすべてから解放される。

「本当に壊してしまうかもしれない」

　と、ジオがかすれた危険な声でつぶやいた。

　芹香は、それでもいい、と伝えたかったが、きちんと呂律が回らず言葉にできなかった。

　芹香の体は熟しきっている。最高に甘くて、美味で、でも今を逃したら朽ちてしまうくらいに……。

「し……て」

　芹香が繰り返すと、ジオは獰猛に彼女を抱き上げた。

　そして壁に芹香の背中を押しつけ、浮いた脚を片方、彼の腰に巻きつけさせる。食らいつくような口づけで息を奪い、下腹部を密着させると、ふたりの影はひとつになった。

　ジオがズボンのベルトを外す際に、あまりに早急な動きだったせいで革の一部が芹香の腹部を叩いた。でもその痛みさえ、芹香の細胞は官能の一部と認識していく。ジオは素早く避妊具を装着する間も、芹香は小さな震えを止めることができなかった。

　芹香は壁に押しつけられ、ジオは立ったまま芹香を突き上げる。

　そしてはじまった行為は、お互い、はだけた服を着たままだった。

　たくし上げられた芹香のスカートと、下腹部だけあらわに下ろされたジオのズボンと、麝香のような汗とセックスの匂い。

「きゃうぅぅ……あぁ──！」

　最奥まで一気に貫かれて、芹香は震えた。

　立ったままの体勢だと、重力によって彼のものがさらに奥まで到達する。自分からはほとんど動けない状態で、ひたすらジオに揺さぶられるまま、芹香の体は壊れたおもちゃのように跳ねた。

　ジオのセックスは残忍だった。

　いつも、いつも、芹香を限界まで高めて、高めて、高めて、それでも彼女を解放しない。

　芹香は鳴き、嬌声をあげ、大きすぎるジオの陰茎を……激しすぎる彼の情熱を……受け入れて身悶える。熱い刻印をその身に受け、震えながら、官能の海に溺れる。

「すき……ジオ……」

　芹香のつぶやきを、ジオは聞いたはずだ。彼の突きがさらに強いものになったから。でもジオはなにも答えてくれない。

　支配される。

　奪われる。

　そして──愛される。愛されていると、芹香は感じた。少なくとも体は。

「あ……あぁ……っん、ひ……ぅ」

「あと……もう少しだ、セリカ。もう少し……我慢していてくれ……。ひどくしているのは、わかっている……」

　ガツガツと穿たれる蜜道は限界を迎えていた。

　すでにローターで溶かされきっていた体だ。長く持つはずがない。芹香はそのまま絶頂の波に呑まれ、そのあまりの高みに悲鳴のような声を喉の奥から張りあげた。

「くそ……っ！」

　ジオもまた、叫びを上げながら白濁を吹き飛ばした。

　オフィスの片隅で。

　防音がしっかりされているとはいえ、いつ誰が入ってくるかわからない部屋で。

　ふたりは完全な雄と雌となって淫らに重なり合った。特にジオはいつまでも芹香を離さず、彼自身を芹香の中から引き抜かなかった。

　こんな関係が、もうすぐ終わってしまうかもしれないなんて、信じられない。

（ジオ……）

　芹香はジオを抱き返したくて腕を伸ばそうとしたが、疲れにうっすらと意識が遠のき、そのまま眠るように気を失っていった。







第五章　囚われの想い








		
　それからまた数日が過ぎて、ジオ・ヴィゼンティーニはひとつの抗えない結論に達していた。

　──俺は芹香を愛している。

　それを否定するのはもう無意味で、時間の無駄だった。

　

「あ……んぁ……、い、今は……火があるから……だめ、んっ」

「料理などする必要はないと言っただろう。君は客で、俺の召使いじゃないんだ」

　仕事から帰ったジオは、ペントハウスのキッチンでふたり分の夕食を用意していた芹香に、背後から忍び寄って胸を鷲掴みにした。それ以外の選択肢はなかった──芹香はガブリエルが用意したらしいフリルのついた白いエプロンを、シルク生地の花柄ワンピースの上にしている。どれだけ控え目に言っても、黒い瞳の天使だ。

　芹香はすぐに可愛く身をよじって小さな抵抗をする。ジオの下腹部は石のように固くなった。

「これは君のせいだ……」

　上を向いて尖った男の器官を彼女の臀部に押しつけると、怖がるような、ハッと息を呑む音が芹香の喉から漏れた。

「も、もう……。焦がしたら、美味しくなくなっちゃうんだから……」

　イタリア製のホブの上で湯気を燻らせながら食欲をそそる香りを放っているのは、芹香が調理している、チキンと野菜をソイソースで煮込んだ日本料理だった。芹香はすでにこれを数度作っている。レストランで出される日本料理はさっぱりしすぎていてあまり旨いと思ったことはなかったが、これはかなり気に入っていた。

　胸をいじる手を止めて、ジオはステンレスの鍋の中をのぞき込む。

「今夜は『ニモノ』だな」

「ふふ。ただの煮物でこんなに喜んでくれる元イタリアン・マフィアがいるとは思いませんでした」

「魔女が煮込んだ毒薬のような色だが、味は悪くない。日本人はよくこんな色のソースを作ったものだ」

「バルサミコだって黒いでしょう？」

「あれはただの酢だ」

「醤油だってただの調味料です」

　軽口を叩き合ったあと、芹香の作った夕食をキッチンのカウンター席でとると、ふたりは居間のソファで体を重ねた。

　──ヴァニラでは物足りない、と言ったのはジオ自身だった。

　それは決して嘘ではない。ジオはただの甘いセックスに満足を覚えたことはなかった。

　それが、どうだ。

　芹香が相手だと、ただ平凡に愛を交わすだけでも十分な快感を得られた。六年前はそれを、ただ旅先で特別な状況だったからだと結論づけていた。

　しかし──どういう形であれ──再会し、すでに何度も何度も彼女を抱き続けて、ひとつの答えがはっきりと浮かび上がる。

　ジョヴァンニ・ヴィゼンティーニは永崎芹香を愛している。

　だから、彼女が喜ぶなら、ただ甘く肌を重ねるだけでも、魂の底から満足できた。もちろん、ジオのために彼の淫猥ないじわるを受け入れる芹香も、可愛くて愛しい。

　くそ。

　可愛いだとか、愛しいなどという平穏な言葉で、ジオの内部に渦巻く激情を表現することはできなかった。狂気じみた所有欲、保護欲、そして胸をかきむしりたくなるような渇きが、朝から晩まで溢れてやまない。

　あと数日もすれば、ガブリエルが芹香のパスポートを調達してくるはずだった。

　ジオは彼女を解放しなければならない──ジオを陥れようと、彼の周囲を狙っている連中が残っている限りは。

（もし彼女を帰さなかったとして……守れるだろうか……？）

　この愛を。

　愛しい女の命を。

　父は母を愛していた。少なくとも彼なりの方法で。それでも父が母を幸せにすることはできなかったし、最終的には、父が関わった抗争のせいで母は命を落としたのだ。

　自分と芹香もそうならないと、誰が保証できる……？

「ん……、ジオ……」

　裸の芹香が、白いレザーのソファの上で身をよじる。その光景は扇情的だった。彼女の髪は濃い茶色で、艶やかでまっすぐだったが、毛先だけが軽くカールしている。

　ジオはその髪をひと束、手にして、毛先で芹香の乳首をからかうようにこすった。

「きゃ……っ、こ、こんな……だめ……」

「だめ？　本当に？　止めるかい？」

「あ……ん……」

　毛先でこすられるだけの控えめな刺激に、芹香が喜びを見出しているのを確認しながら、挑発するように彼女をからかう。

　芹香は決して気の強いタイプではなかったが、ただ言いなりになるだけの脆弱さはない。そんなところも好きだった。

　ジオは完全に溺れている。

　ふたりは事後の一糸纏わぬ姿のまま絡み合い、ソファに寝転がって窓一面に広がるマンハッタンの夜景を見つめた。

「実はわたし、アメリカ、これがはじめてなんです。ずっと来てみたかったんですけど」

　芹香がポツリと告げた。

（知っているよ）

　と、ジオは漏らしそうになった。

　彼女の身の安全を確認するため、この六年間、年に一度、興信所を使って渡航歴を探っていたのだ。この事実を知っているのはガブリエルだけで、彼がすぐに芹香を見つけたのも、このお陰だった。

「……どこか行ってみたい場所はあるかい？」

　芹香の白い太ももを撫でながら、柔らかくて弾力のある若い肌を味わいつつ、ジオはささやいた。

　一度、オフィスに連れて行った以外、ジオは芹香を外出させていなかった。いざという時、身分証明証がない身でもあるし、なによりもジオの周囲を狙う連中と接触する機会を最小限にするためだ。

「どうしてそんなことを聞くの？」

「さあ……。ずっとここにいるのも退屈だろう。危険な場所でなければ、一緒に行こうか」

「もうすぐお別れだから、最後に好きなところへ連れて行ってくれるってことですか？」

　ジオはピタリと手を止めた。腹部を殴られたような衝撃が襲ってくる──『もうすぐお別れ』。

　なにも答えずにいると、芹香は背後のジオを振り返って彼の瞳を見つめた。

「あなたがＭＢＡを取ったのはどこ？　ここ、ニューヨーク？」

「いや、ボストンだ」

「いいな。一度行ってみたかった場所です。遠いの？」

「飛行機なら一時間半だが、外国人が身分証明書なしで通常のコマーシャル便に乗るのは難しいな。残念ながらプライベートジェットはまだ所有していなくてね。車なら……四時間あれば着くだろう。しようと思えば、日帰りできる距離だよ」

「そう……」

　芹香は切なげに瞼を伏せた。

　断られると思っているのだろう。しかし、芹香の願いを拒否するには、ジオは彼女に溺れ過ぎていた。

　しかも季節は春……。

「明日の朝、出かけよう。君に見せたいものがあるんだ」

　ジオはそう告げて、芹香の肩に唇を寄せた。ピクンと震える彼女の肌に、ジオはゆっくりといくつもの赤い花を咲かせていった。

　

　

　助手席に芹香を乗せたドライブは、控えめに言っても快適だった。

　ふたりはジオの所有するＳＵＶ車で、朝の七時にはマンハッタンを出発した。渋滞を避けるためだ。

「ジ……ジオ……もう。ちゃんと……運転して……」

　折に触れて芹香の太ももをまさぐりながら運転するジオを、彼女は甘い声で叱責する。

　ニューヨークの街を抜けて国道に滑り込むと、道程は単調になる。

　シートベルトを装着した芹香はジオの情欲を誘った。彼女の胸の谷間に割り込むシートベルトに、かすかな嫉妬さえ覚える始末だった。

　左手でハンドルを握り、右手を伸ばして美しい同乗者の襟元に侵入する。ブラジャー越しに芹香の胸をもみしだくと、彼女は唇を噛んで我慢しようとした。

「……ぅあ……ん……っ」

「ここには俺たちふたりしかいない。いくら声を出しても、どれだけ感じてもいいんだ」

「で、でも……運転、中……っ、ア──！」

　こんな状態でいつまでも股間の愚息を黙らせていられるはずがない。

　ジオは高速道路の出口を見つけると曲がり、小さなダイナーの駐車場で芹香を抱いた。

　抱き尽くした。

「んぁ……あぁぁ……くっ、お、大き……さ、最後、まで……入っちゃ……ぅっ」

　いくら大きめの車で、下げられるだけ後ろに座席を下げたとはいえ、運転席でふたりの成人が愛の行為にふけるのは楽ではなかった。

　ここで、ジオは芹香を彼の上に乗せた。

　そう……斜めの角度のついた座席に座ったままのジオに、芹香を跨がせたのだ。芹香は必死に彼のものを受け入れていた。

「う、ぁ……ひ……っ」

　奥ゆかしげにそろそろと腰を動かす芹香のウエストを鷲掴みにして力任せに下ろし、さらに深く猛々しい男の器官を埋め込ませる。

　貫かれて、芹香の肢体は切なく震えた。

　ジオの目の前で、形のよい乳房が、ピンと立った乳首を先端に揺れる。この赤い小さな実を可愛がるだけで、芹香の膣はあり得ないほどきつく締まってジオのものを咥えた。

　まだダイナーがオープンする前の駐車場は閑散としていたが、いつ誰が入ってくるともわからない。

　もっとじっくり、あらゆる角度から、あらゆる方法で芹香を味わい尽くしたかったが、今回は一回だけで彼女を解放しなければならなかった。

「んあ……あぁ──！　イっちゃ、う……！」

　時々獣じみたうなり声を漏らす以外、ジオはピロートークをしなかった。

　できなかった。

　いつもなら、彼女の美しさを褒めそやし、どれだけ感じているかを伝える。しかし、この日、この時、寂れたダイナーの外れで、ジオにそんな余裕はなかった。

　──『もうすぐお別れ』。

　あの彼女の言葉が、何度も脳裏にこだました。

　そして爆発した欲望の白濁を受け入れ、ぐったりとした芹香の熱い体を抱きしめながら、ジオは静かに彼女の髪を撫でた。

　このまま……。

　このまま道を見つけることができるだろうか。彼女を守り、幸せにすることは、可能なのだろうか……？

　

　

　ボストンはニューヨークよりもまだ少し肌寒かったが、それでもジオが芹香に見せたかったものは満開の花期を迎えていた。

「わ……わあ……！　信じられない！　すごい綺麗！」

　ボストン・コモンに咲き乱れる桜を目にした芹香は、ジオの想像以上の喜びに飛び跳ね、目を輝かせていた。

「桜は日本人の心だというのは、本当だったんだな」

　からかうように言ってみるものの、芹香は満開の桜以上に鮮やかで明るい笑顔を浮かべるばかりだった。

「だってこんなに素敵なのに……。ジオは綺麗だと思わないの？」

「確かに美しいとは思うよ。薔薇や他の花が美しいのと、同じようにね」

　実際のところ、ジオが見ているのは芹香であって桜ではないので、心ここにあらずで適当に答えた。

「そういうもの……？」

　しかし芹香は、桃色に咲き誇る花々を夢中で見上げていて、ジオの無関心はそれほど気にしていないようだった。

　しばらくして、さらに多くの桜が見られるよう、ふたりはボストン・コモンから隣接するパブリックガーデンに徒歩で移動した。

「俺の記憶が確かなら……ここにあるソメイヨシノは、ワシントンＤＣから植え替えしたか挿し枝をされたものらしい」

「ワシントン？　ワシントンにも桜があるんですか？」

「ポトマックの桜はわざわざ花見に来る日本人がいるくらい有名だよ。ホワイトハウスをバックにした満開の桜の写真を見たことがないかい？」

「そういえば……」

　一本の桜の木枝の下で立ち止まると、ジオはその儚くも凛とした桃色の花びらに見入り、これは芹香そのものだ、と思った。

　優美さ。健気さ。

　可愛らしさ。

　できるなら散らないで欲しい。できるなら……。

「聞きかじっただけの話だが……ポトマックの桜は、百年以上前に日本からアメリカに贈られたものだったんだ。第二次世界大戦中で反日感情が溢れていた時代でさえ、ポトマックの桜は切り倒されず、咲き続けていた……」

「そうだったんですか……」

「そういえば、こんな話も聞いたな」

　ジオは、ふと思い出し、思わず芹香をまじまじと見つめた。

　できるなら……。

　ああ、できるなら……神よ。

「日本から最初に贈られた何千本もの桜は、害虫に冒されていて焼却されてしまったんだ。その数年後、日本はもう一度桜樹を送ってくれた……それが今、ここで咲いている桜のはじまりだ」

　ふたりは見つめ合った。

　風が吹いて、可憐な花と枝を揺らす。芹香の髪が緩やかになびいた。

　一度目は叶わなかった。

　でも、二度目は。

　二度目は大地に根を下ろし、ここで、異国で、悠久に咲き続ける……。

「ジオ……」

　言葉にはせずとも、芹香も同じことに思いを馳せているはずだった。ふたりが共に過ごした時間は長くない。しかし、ジオは彼女の心を感じることができたし、芹香もまた、ジオのことを本能で読み取る。

　まるで、ふたつに割れていた心臓が、失くしていた片割れを見つけたように。

　ジオは無言で手を伸ばして、芹香の頰に触れた。

　ふたりの横を、学生たちやジョギングする夫婦が通り過ぎていく。風は止んで、世界から音が消えたように静かになった。

　ジオは芹香の唇を熱烈なキスでふさいだ。

「ん……ぁ……」

　舌と口でセックスをするような執拗な口づけで、ジオは固くなった下腹部を芹香の腹部に押しつけ、芹香は悩ましげに腰をたわめた。

　いくつかの花弁が散って、ふたりの周囲を軽やかに舞った。

　

　

　その夜遅くにニューヨークのペントハウスに帰り着いた途端、芹香は倒れるように眠りに落ちてしまった。

　当然だ。

　帰路、ジオはまた二度も彼女を抱いた。車中のバックシートで。一時間だけ滞在したモーテルで。そう……名物のクラムチャウダーをふたりで食べたレストランのテーブルの下で、手を使って芹香を絶頂まで導いたのも、忘れてはいけない。

　ソファで眠り込んでしまった芹香にシーツを掛け、ジオはひとりウィスキーを嗜んでいる時だった──ガブリエルがひょっこりとペントハウスに現れたのは。

　

「こちらがセリカのパスポートです。本物ですよ。わざわざ日本まで使いを送ったんですから」

　菊の紋章が美しいワインレッドのパスポートを受け取る。パラパラとめくると、六年前の初々しい芹香の顔写真があった。

　思わず頬が緩む。

「ジオ……そんな顔をなさるくらいなら、帰さずにいればいいじゃないですか。彼女の母親にも心配しないよう話はつけてありますし、ビザについては、まぁ……僕がなんとかしますよ。こういうのは得意なんです。ご存知でしょう？」

「そんなことじゃないんだ」

「じゃあ、なんだっていうんです？　確かに六年前のあなたはまだドンの息子で、危険が多かった。あの時、セリカと別れたのは正解でした。でも、今はだいぶ落ち着いたでしょう。ヴィゼンティーニ・インベストメント・コーポレーションは完全に合法な会社になりましたし、いつまでも幸せから逃げている必要はないんですよ」

　ガブリエルはジオの過去をよく知っている。

　知りすぎている。

　だからこそ強制はしなかった。

「そんなことじゃないんだ……」

　力なく繰り返し、また飴色の飲み物を啜るジオに、ガブリエルは呆れたように肩を落としてみせる。

「まったく……。あなたが賢明な判断をなさることを祈りますよ」

　そう言い残して、ガブリエルはペントハウスを後にした。

　ジオはしばらくパスポートを見つめ、書斎に入ると仕事机の引き出しの奥にそれを隠した。

　居間に戻り、芹香の寝顔を確認すると彼女の隣に座った。そして朝になるまで、彼女の髪を撫で続けていた。






第六章　解き放たれて








　ボストンから帰った翌日から、ジョヴァンニ・ヴィゼンティーニの様子は明らかにおかしかった。

　──もう二日間も彼に抱かれていない。

　約束の二週間はもう過ぎていた。芹香はいつ別れを切り出されるかとビクビクしていたのに、その気配はまったくない。

　消えてしまったのは別れの気配だけではなく、ジオの芹香に対する関心、そのものだった。

（飽きられちゃったのかな……。それとも、こうした方が別れが楽になると思っているとか？）

　だとしたらジオは間違っている。

　芹香の焦燥は募るばかりだった。ジオは早朝に仕事に出て、夜遅く帰ってくる。今までは昼食を芹香と取るために──そして彼女を抱くために──一旦帰宅していたのも、ピタリと止んだ。

　夜、帰ってきても、彼は長い長いシャワーを浴びてなかなか浴室から出てこない上に、そのままベッドに入って芹香に背を向けて寝てしまう。

（出て行けって言われないだけ、ましなのかな……？）

　毎日、必要なものを届けに来てくれるガブリエルにそのことを相談すると、眼鏡の食わせ者は曖昧な微笑みを浮かべてこう言った──「ジオには少し心を整理する時間が必要なのでしょう。本当にあなたのことを疎ましく思っているなら、彼はすぐあなたを叩き出しますよ。そういうひとですから」。

　慰めになるような、ならないような……。

　今、時刻はまだ午後四時。

　居間の大きな窓から臨むマンハッタンは活気に満ちていて、ちっぽけな芹香の存在など飲み込んでしまいそうな迫力があった。

（ひとりで外出するなって、言われてるけど……）

　街を歩いてみたい、と思った。蟻の行列のような人波に揉まれて、異国の空気を感じて、煌びやかな街をこの目に焼きつけたい……。

　それだけだ。

　ジオに逆らうつもりはなかった。

　でも、外に出るなと言い渡されたのはずっと前で、まだジオが芹香に関心を持っていた頃だ。ここ二日のジオは、たとえ芹香が勝手に日本に帰ってしまったとしても、気にも留めなそうな雰囲気だった。

（ちょっとだけ……。いいよね……？）

（ずっとひとりでここにいると、気が滅入って、後ろ向きなことばかり考えちゃうから……）

　薄い桃色のカーディガンを手に取り、室内履きからフラットなバレエシューズに履き替えると、芹香はこっそりとペントハウスを出た。

　

　

　真っ青に血相を変えたガブリエルが、ジョヴァンニ・ヴィゼンティーニの社長室に顔を表した時、彼はすぐになにが起こったのかを察した。

「ジオ、申し訳ありません。ジョーをつけていたにも関わらず……」

　ジョーは、芹香の護衛のために密かにペントハウス周辺を張らせていた、その道のプロだ。

　ジオは椅子を転倒させる勢いで立ち上がった。

「セリカはどこだ？」

　それだけが、ジオにとって大切な問いだった。そして恐れていた結果だった。

「それが……黒い覆面をした男たちにバンで連れ去られたとのことです。ジョーは阻止しようとしたが撃たれました。防弾チョッキを着ていたので、鎖骨が折れただけで無事ですが……」

「間抜けなセキュリティ・ガードの容態など聞いていない！　セリカは、どこ、だ！」

　何年もかけて習得した堅気の実業家の顔など、一瞬で吹き飛んでいた。ジオは、誰もが恐れたヴィゼンティーニ・ファミリーのドンの跡継ぎに舞い戻っていた。

　血に飢えた悪党。

　己の大切なものを守るためなら、殺しもいとわない冷血。

「犯人はカルロです。恐れていた通り……。しばらく行方知れずで、もう諦めたのかと思っていました。しかし、身を隠して機会を狙っていたのでしょう」

　カルロは元々、長年ジオの父親に仕えていたメンバーのひとりだ。特に麻薬取引に深く関わっていて、ジオがまっさきに手を切ったのもこの男だった。そのせいもあって、ジオへの恨みが執拗だ。すでに何度か秘密裏にジオを消そうとしている。

　しばらく行方不明だったのだが……。

「わざわざそんなことを説明する必要はない。犯行声明は？」

「港の旧アジトにあなたひとりで来いとのことです。もちろん我々が内密にあなたのバックアップを……と、ジオ！」

　ジオは仕事机の引き出しを乱暴に開けると、上げ底になっている板を外して、潜ませてあった拳銃を手に取ってバックボケットに入れた。

　そしてガブリエルをなぎ倒しそうになるほどの速さで、外へ向かった。





＊　＊　＊　＊






　こめかみに鋭い痛みを感じて、芹香は眉をしかめながら目を覚ました。

　軽い吐き気と貧血のような目眩がして、ふらふらと頼りない動きで体を起こす。自分がいるのがベッドの上でなく、湿っぽいコンクリートの上だということに気づくのに、数秒を要した。

「ジオ……？」

　思わず、彼の名をささやく。

　周囲は肌寒く、薄暗かったが、芹香が顔を上げた途端にパッと明るい照明を向けられた。眩しさに視界がかすれ、思わずギュッと目をつぶる。

　すると、聞いたことのないダミ声……しかもひどいブルックリン訛りの英語が、どこだかわからない空間に響いた。

「いい子にしてりゃ、すぐに会わせてやるよ。俺にヤられたあとになるがな」

「な……っ」

　声のした方向に目を凝らすと、ひどく顔色の悪い、くぼんだ目と大きな鷲鼻の中年男が椅子に座っていた。オールバックにされた灰色の髪は脂ぎっている。映画で見るイタリアンマフィアの悪役そのものの姿だった。

　男は立ち上がった。

「あの気取った坊やに思い知らせてやらねえとな。礼儀ってもんを知らねえ男だ。親父たちの代からあった大麻ビジネスをめちゃくちゃにしやがって……」

　芹香は本能的に後じさり、逃げ道を見つけようとした。がらんとした大きなガレージのような場所で、搬入口は閉ざされているが、隙間からわずかな逆光が入ってきている。

　気取った坊や……。

　ジオのことだ。すぐにわかった。

　彼が恐れていたのはこれだったんだ……。だからジオは六年前に別れを選択しなければならなかった。そして今も、芹香から離れようとしている……。

「わ、わたしになにかしようとしても……無駄よ。ジオはわたしのことなんてすでに飽きているんだから。彼は来ないわ」

　情けないことに声が震えた。

　暴力。理不尽。血生臭い汚れた世界……。幼い頃からこんな世界で生き抜かなければならなかったジオの苦しみを思って、胸が苦しくなった。

「それはどうかな。試してみねえとな。ちょうどいい……一度、あんたみたいにお上品で可愛らしいアジア女を抱いてみたかったんだ。商売女じゃなくてな」

「や……っ」

　男が迫ってきて、覆いかぶさるように芹香を床に押しつける。

　抵抗しようとすると、パシッと頰を叩かれた。頭をコンクリートの床にぶつけ、一瞬、軽い脳震盪に襲われる。うずくまってもがいていると、ジーッとズボンのファスナーを開く音が聞こえた。

（……っ……！）

　恐怖に体が固まる。

　頑固に芹香を拒否しようとしたジオの悲しげな瞳が脳裏に浮かんだ。彼は『これ』から芹香を守ろうとしてくれたんだ……。

　その時だった。

　鉄を破る激しい衝撃音がつんざき、搬入口の扉が一枚、あってはならないような形にひしゃげた。そこから太陽の逆光を背負って現れた、背の高いひとつの影……。

「さあて……賢いジオお坊ちゃんのお出ましか」

　男は得意げに言ったが、影になった人物の表情を見てわずかに青ざめる。

「ジオ……」

　芹香はささやいた。

　ガレージに侵入してきたのはジオだった。悪魔でさえ逃げ出してしまいそうな憤怒の表情で、手には拳銃を握って。

　この時、芹香は本当の意味で、なぜジオが彼女を彼の世界から遠ざけようとしたのかを理解した。拳銃……芹香にとっては映画でしか見たことのない禍々しい武器だ。それをジオは、まるで自分の手の一部であるかのようにあざやかに構えている。

　暴力の世界に生きてきた男の姿だった。

　そこから脱出しようともがいた彼が、芹香を引きずり込みたくないと思ってくれたのは……確かに彼なりの愛情だったのだろう。

　男は立ち上がって、乱れていたシャツの胸元を正し、これ見よがしにジッパーを上げた。

「まあまあ、そう怖い顔をするなよ。俺はあんたの親父さんとは長い付き合いだったんだ。そうだろう、坊や？」

　ジオは答えなかった。

　答えがないのが答えであるような、断定的な沈黙だった。

「お……俺ぁ、元のビジネスに戻りたいだけだ。あんたが潰した大麻のコネクションを復活させたいんだ。ちょっと向こうさんに口を利いてくれりゃいいんだよ。あとは俺が勝手にやらせてもらうってわけさ」

　ジオは無言のままジリジリと男と芹香に近づいてくる。

　交渉の余地はないと悟った男は、チッと舌打ちして、素早く芹香を羽交い締めにした。

「来るな！　撃つな！　こいつも道連れにするぞ！」

「きゃ……っ！」

　男は、隠し持っていた拳銃をぴたりと芹香のこめかみに当てた。凍てつく鉄が肌を押す恐怖に、芹香の全身から血の気が引く。

　ジオはピタリと足を止めた。

「彼女を離せ……今すぐ。そうすれば、命だけは助けてやろう」

　聞いたこともないような冷たい口調で告げるジオは、ひとの目をしていなかった。猛獣だ。それも、怒りにうなる危険な猛獣。

「カルロ……悪いが、あんたが用意していた助っ人はすでに港に浮いているよ」

　ぼそりとした不穏な声で、ジオは続けた。

　男の体がぎくりとこわばり、芹香を羽交い締めにする手がさらにきつくなる。逃げ出すことは叶わなかった。

「けど……おれにはまだこいつがいる」

　男はそう指摘し、片手を芹香の胸に這わせた。

「取引をしようじゃねぇか、ジオ坊ちゃん。この女をあんたの目の前で犯させてくれたら、もうヴィゼンティーニのことは過去のこととして忘れてやるよ。悪くねぇだろう？　この女は、あんたにはすでに飽きられたと言っていたぜ？」

　ずっと冷酷だったジオの瞳が、一瞬だけ、動揺に似たなにかに揺れた。

　──これは取引なんかじゃない。この男はただ単にジオを苦しめたいだけだ。屈辱にゆがむジオの顔を見て憂さを晴らしたいだけ……。でもジオは、心の底からの怒りを緑の瞳に浮かべた。

　ジオと芹香。ふたりの視線が混じり合う。

「く、来るなぁ……！」

　迷いのない足取りでジオが近づいてくると、男は銃をジオに向けた。その瞬間の隙を、芹香は見逃さなかった。

　芹香は男の腕に噛みつく。

　そして、目にも留まらぬ速さで襲いかかってきたジオに、男は組み敷かれた。

「セリカ、目をつぶっていろ！」

　ジオの怒声に、芹香は両手で顔を覆ってきつく目を閉じた。

　誰かが誰かを殴る拳の音がして、バキっという生々しい嫌な音がそれに続く。男が苦しげにうなる声が聞こえて、芹香は恐る恐る目を開いた。

　真っ直ぐに立ったジオが、激しく肩で息をしながら、コンクリートにうずくまった満身創痍の男を見下ろしていた。

「過去として忘れられるのはお前の方だ」

　ジオは言い捨て、唾を吐いた。

　気がつくと、搬入口にもうひとりの影が現れる。ガブリエルだった。いつもおどけていた彼が、今は、冷徹なマフィアの世界を生きる男の顔で現場を見つめている。

「あとは任せてください、ジオ」

　ガブリエルが告げたのはそれだけだったが、ジオはすべてを理解したように、小さくうなずいた。

　ジオは最後に、鼻や唇から血を垂らしてうめいている男を苦々しげに見下ろす。

「マフィアなんてものは過去の遺物なんだ、カルロ。わかっているんだろう？　お前だけは最後まで父の側についていてくれた。だから殺しはしない……が、セリカを使ったことだけは許さない。二度と俺たちの前に姿を現すな。それが生き延びる唯一の方法だ」

　カルロと呼ばれた男が、がくりと力を失う。鼻血まじりの喘鳴に、嗚咽のような泣き声が重なった。

　おそらく、カルロは氷山の一角に過ぎない。ジオを狙っている人間は他にもいるのだろう。それでもこの瞬間──なにかが終わったのだと、芹香は感じた。

　そしてこれから、なにかがはじまるのだ……と。







エピローグ　ある愛の肖像








　ジオのペントハウスは広く、使っていないと思われる部屋もいくつかあった。どこも自由に入って使っていいと言われていたが、ひとつだけ、芹香が入室を許されていない部屋があった。

　港のガレージから帰宅したジオが最初にしたのは、芹香をその部屋に通すことだった。重厚な木目の扉の前で、ジオはピタリと足を止める。

「この部屋には入るなと、言ってあったな」

「う、うん……。入ってないよ？」

「わかってるよ」

　ジオはふんわりと微笑んだ。

「もし入っていたとしたら、君はもう少し自信を持っていただろうから」

「え？」

「さあ、入って」

　ジオが扉を開けて、芹香を入室させる。広々とした書斎のような部屋だった。左右二面の壁は備えつけの本棚に埋め尽くされていて、真面目そうな本の背表紙の羅列がこちらを向いている。

　そして、扉から正面、部屋の奥にアンティークの仕事机があった。

　その背後……つまり入室すると真っ正面の壁に、一枚の肖像画が飾られていた。

　芹香は息を呑んだ。

「わ……わたし……？」

　六年前にパリの画廊に飾られていた、あの芹香の肖像画だった。

「ど、どうして……？　ムッシュー・ルブランは匿名の誰かが高額で買い取ってしまったって仰って……母が画集を出そうとした時も、持ち主がわからなくて……」

　書斎の中央に立ち尽くして震える芹香の肩を、ジオの両手が背後から優しく包んだ。

「俺が口止めしたからだよ。それだけの金額は払った。言っただろう？　君にはもっと価値がある、と」

「いくら……？」

　思わず聞いてしまうと、ジオは芹香の耳元に唇を近づけて、答えをささやいた。信じられないような高額だった。

　目を見開いて肩越しに彼を振り返る芹香に、ジオはニッと笑ってみせる。

「それでもまだ足りないと思っているよ。セリカ、君より尊いものなどこの世にはなにもない。少なくとも、俺にとっては」

　

　

　ふたりはそのままシャワールームに向かい、汚れてしまった互いの服を脱がし合った。

　バスタブも存在はするのだが、ジオが普段使うのはシャワーだけだ。シャワーヘッドが天井からぶら下がっていて、周囲にはガラスのスクリーンがあり、風のない日の雨のように上から水流が降ってくる。

　ジオはそこで、生まれたままの姿の芹香を抱いた。

「君に冷たくしていた間、ずっと……君を想って、ここで想像の君を抱いていた。ここ数日だけじゃない。離れていた間もずっと……」

　ジオのささやきは湯気と共に熱く芹香の耳に届いた。

「君を日本に帰すべきだと思っていた……これ以上君に深入りして、どうしても手放せなくなるのを避けたかったんだ。しかし……すべては手遅れだったな」

「だから……長風呂だったんですね？」

　芹香が笑うと、ジオは切ない笑みを浮かべながら彼女の頬を両手で包み込んだ。

「俺みたいな男をからかうものじゃないよ」

　忠告は、しかし、甘やかで。

　シャワーに打たれながらのキスは想像以上に息苦しかった。湯気と、水流と、ジオの一歩も引こうとしない情熱的な舌も。すべてが芹香を蕩けさせる。

「ん……っ、はっ──あ」

　ジオの指が芹香の秘部を可愛がりはじめる。

　ひらひらとした花弁をじらすように揺らしていじり、ゆっくりと先端の敏感な部分に近づいていく。濃厚なキスですでに期待を覚えていた芹香の蕾は、ぷっくりと膨れてジオの愛撫を待ち焦がれていた。

「きゃう……っ！　は、あぁ……あ！」

　すぐにクリトリスをいじってくれると思っていたのに、ジオがしたのは蜜壺に指を侵入させることだった。それも人差し指と中指の二本を同時に。予想していなかった刺激に、芹香は胸をのけぞらせる。

　硬くなった乳首にシャワーの水流が当たって、それだけでも淡い快感を感じてしまった。

　中を指でかき回され、芹香はそのままイってしまわないようにキュッと目をつぶって唇を噛んだ。

「逃げないで。すべて、受け入れるんだ」

「あ……で、でも……、──んっ」

「何回達してもいい。どれだけ乱れても……君はさらに美しくなる」

　芹香は震えながらジオに濡れた裸体を委ねた。シャワーの下でジオの片腕に抱きしめられながら、同時に指で柔肉を丹念に愛された、

「んぁ……、だ、だめ……かんじ……すぎちゃ……ふっ」

　水に濡れそぼった肉体が重なる感触は、想像以上に官能的だった。

　ジオは芹香の乳首を指と舌でなぶり、水の滴る髪を後ろに引っ張って彼女の背を反らせる。突き出た乳房に、ジオ・ヴィゼンティーニは屠るように食らいついた。

「あ……ぁ──！」

　繰り返される愛撫。

　終わらない口づけ。

　シャワーの蒸気と、まだ冷めやらぬジオの興奮とアドレナリンと、芹香の想い。すべてが混ざり合って、ひとつの影になって、浄化されていく。そんなセックスだった。

「ひぅ……っ」

　タイル張りの壁に背中を押しつけられ、熱く尖った陰茎を奥まで埋め込まれる。

　シャワーの水流のせいだろうか、いつもは息苦しく感じる挿入の瞬間も、するりと吸いつくようなスムーズさで芹香の中に入っていった。

「あぅ……、あ……ひっ」

　揺さぶられる。

　求められる。

「セリカ……愛しているよ」

　ジオはつぶやいた。

　なぜか小さな違和感を感じたが、その理由を考えるような余裕は、今の芹香にはなかった。

　愛している──言葉はそれだけだった。でも、それで十分だった。肉体的な喜びと一緒に、魂が喝采を叫ぶ。芹香は絶頂を迎えてあられもない声で叫んだ。

　ひくつく芹香の肢体をさらにうがち、ジオもまた絶頂に到達する。

　芹香の膣が飲み込みきれなかった白濁が彼女の太ももを伝ったが、シャワーがそれを洗い流していった。

　お湯に打たれながら肩で息をするふたりは、しばらくそのままの体勢で抱き合っていた。

　しばらくして、のぼせたように頭がぼうっとしてきた頃、ジオがやっとシャワーを止めた。

「ほら、お姫さま」

　ジオは言って、フカフカで真っ白なバスタオルで芹香の全身を拭いてくれた。

　その時ふと、やっと、ひとつの事実に気づく。

「ちょっと待って、ジオ。もしかしてさっきから……あの、シャワーの中からだと思うんだけど……」

　できるだけゆっくり、わかりやすい単語を選んで指摘した。

　日本語で。

「日本語、話してる……？」

「やっと気がついたな」

「嘘！　ジオ！」

「いつか日本語の勉強でもはじめようかなと言っただろう？　六年もあれば、それなりに喋れるようになるものだよ」

　多少のアクセントはあるものの、文法は完璧な日本語だった。だからこそあまり違和感を感じなかったのかもしれない。

　ジオが、日本語の勉強をする……？　確かに六年前、ジオはそんなことを言った。でも冗談だと思っていたし、あのあとすぐに別れてしまったから、本当に勉強しているはずなどないと……。

「もう、どうして教えてくれなかったの？」

「教えていたら、俺が六年間も君を忘れられなくて、いつまでも求めていたことがすぐにバレるからだよ。肖像画のことを黙っていたのも同じ理由だ」

「ばかっ、いじわる……！」

　唇を尖らせて、ポコポコと彼の胸を叩いてみるものの、本物の怒りは湧いてこなかった。　ただ、嬉しくて。

　愛しくて。

「しかし……セリカ、これだけは覚えておいてくれ。カルロはもう俺たちの邪魔はしてこないはずだ。ビジネスも合法化している。それでも俺は、かつてマフィアの世界で育った男だ。いつ何時、今日のようなことがあるともわからない。俺と共に生きていくなら……君はいくつかの自由を失う。まとわりつくボディーガード、行くべきでない場所……。俺の囚われびとになるんだ」

「……ジオ……」

「それでも、いいのかい？　ついでにもうひとつ告白させてもらうと、君のパスポートは二日前からすでに書斎の引き出しの中にある。俺はそういう男だ」

　──ああ。

「それから……謝らせて欲しい。六年前、なにも告げずに君から離れたことを」

　そして、ジオは、芹香の前に膝を折った。

　大きな彼に見上げられて、芹香の胸はいっぱいになった。濡れたままの彼の黒髪に手を伸ばし、その柔らかさを確かめるようになでる。

　ジオはいたずらっぽく微笑んだ。

「そうそう……『ゴメンナサイ』は俺が最初に覚えた日本語の単語だよ。今ここでご披露しようか？」

　ふたりで声を上げて笑う。

　もう、これ以上迷うことはなにもなかった。芹香はジオに抱きつき、彼の唇に自ら小さなキスをする。

　いいようのない痺れと、晴々とした気持ちが全身に走った。

「それでいいの。わたしも……ずっとあなたのことが忘れられなかった。あなたに囚われるのなら、そこはわたしにとって、小さな天国だから……わたしをあなたの檻で囲んで」

　そしてはじまったキスは、ふたりの唇が真っ赤になるまで、いつまでもいつまでも続いた。

　

　桜はきっと来年も咲く。

　囚われの異国で。たとえ一度目は叶わなくても、これからはずっと……。






あとがき








　この度は『囚われの蜜愛エロス』をお手に取ってくださり、誠にありがとうございます。お楽しみいただけたでしょうか。

　じつは、今作は、わたしがはじめて書かせていただいた、現代もののティーンズラブ小説になります。これまで発表させていただいていた作品は、どれも西洋風の架空の世界を舞台にしたものでした。ひらひらのドレスに馬車、貴族や騎士……。もちろんそういう世界観は大好きで、これからも書き続けていきたいと思っているのですが、心のどこかにいつも、現代を生きる普通の男女の話を作りたいという思いがありました。

　某所でそんな思いをつぶやいていたところ、濃蜜ラブルージュ編集部様のお目に留めていただき、本書が実現する運びとなりました。

　そんなわけで本作では、豪華絢爛なお城で踊る王様とお姫様ではなく、わたしたちの身近にいるような男女の恋愛を書いてみたいという思いから飛び出しました。さて、ここで問題が発生します。

　わたしは海外の某国某所在住で、日本を離れてすでに二十年近い浦島太郎なのです。

　最後に日本の地を踏んだのは数年前……それも十日ほどの一時的な帰国のみです。

　現代の、普通の日本人の男女を書いてみようと思っても、なかなか現実味のあるキャラクターと設定が出てこないのです。なんといっても、わたしが日本で暮らしていたのは二十年近く昔の話。たとえば電車に乗る場面ひとつとっても、「そういえば今の日本の駅って、どうやって切符買うんだろう？」といった調子です。

　二十年前の描写ならともかく、令和の現在をどう創作するか……。

　なんだか全編きちんと書ききれるか不安……。

　そんなわたしの耳をくすぐったのが、「じゃあ、知っている世界を書けばいいんじゃない？」という悪魔のささやきです。

　かくして出来上がった本作『囚われの蜜愛エロス』は、わたしが滞在していたことのある、フランスとアメリカが舞台になっています。

　ヒーローのジオ、ことジョヴァンニ・ヴィゼンティーニも、外国人です。

　フランス人とイタリア系アメリカ人のハーフで、パリとニューヨークを往復して育っている実業家です（これ以上のことはここでは伏せますね）。そんな彼が、多少英語ができるとはいえ日本生まれ日本育ちのヒロイン・芹香と恋に落ちるお話です。

　結果的に「身近にいるような男女」という枠にはまったかと言えば……おそらく答えは「ノー」なのでしょうが、知っている街や大好きな場所を（少しとはいえ）登場させることができて、大変嬉しく思っています。

　これは、架空の世界のお話を書く時には味わえない醍醐味ですね。

　もちろん、今回ははじめての現代物ということもあり、作者自身が身近である外国を舞台にさせていただきましたが、今後もまた機会があれば、きちんと日本が舞台の日本人の男女のお話も書いてみたいと思っております！

　取材という名目で日本に帰国して、しばらくのんびりするのも手かもしれませんね。温泉なんかもいいですよね。そう、これはお仕事ですよ、お仕事……。

　お仕事の名のもとにする贅沢の、なんと甘美なこと！

　

　さて、この「あとがき」を締めくくるにあたり、本作にお力添えくださいました各方面に深くお礼申し上げます。

　素晴らしい表紙イラストを本書のために描いてくださった、すみ先生。

　実は、わたしがすみ先生の漫画の美しさに一目惚れした時期と、編集部様から「どんな感じのイラストレーター様をご希望ですか」と質問を受けた時期が重なりまして、「もしすみ先生にお願いできたら最高です！」というような内容がいっぱいつまった鬱陶しいメールを、担当様に送りつけてしまったのですが……。

　言ってみるものですね！

　どうぞ皆さま、最高に色っぽい芹香とジオをじっくりご鑑賞くださいませ。

　現代物初挑戦になるわたしにお声がけをくださいました、濃蜜ラブルージュ編集部様。数あるティーンズラブレーベルの中でも、特に官能色を強く打ち出したレーベルということで、心置きなく、文字通り濃密なエッチを書かせていただくことができました！

　そして、校正様、デザイナー様、各電子書籍販売サイト様などなど、多くの方のご尽力によりこの作品を作ることができました。心から感謝いたします。

　最後になによりも、本書を手に取ってくださり、芹香とジオの物語をお読みくださったあなたに、感謝を。

　ありがとうございます。

　あなたの未来に幸多きことを祈って。






泉いずみ野のジュール
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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